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安芸高田アグリフーズ（株）落成記念弁当 
安芸高田の実りがいっぱい

10月1日から広島駅弁各店舗で販売中

安芸高田アグリフーズ（株）落成記念弁当 
安芸高田の実りがいっぱい
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安芸高田産
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10月1日から広島駅弁各店舗で販売中
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史
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川
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毛
利
氏
の
氏
神
で
あ
っ
た
宮
崎
神
社
（
吉

田
町
相
合
）。
こ
の
本
殿
内
に
は
、
前
号
で

紹
介
し
た
戦
国
時
代
の
玉
殿
３
基
の
ほ
か

に
、
江
戸
時
代
以
降
に
建
立
さ
れ
た
玉
殿

４
基
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
一
つ
、

熊
野
神
社
（
明
治
４２
年:

１
９
０
９
年
に

合
祀
か
）
の
玉
殿
内
か
ら
、
平
成
４
年
に

行
わ
れ
た
文
化
財
調
査
で
、
鏡
像
と
懸
仏

断
片
（
写
真
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
鏡
像
・

懸
仏
と
も
、
江
戸
時
代
以
前
の
神
仏
習
合

（
註
１
）
と
い
わ
れ
る
信
仰
に
由
来
す
る

遺
物
で
す
。
鏡
像
と
は
、
古
来
よ
り
神
の

依
代
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
銅
鏡
に
、

お
も
に
線
刻
で
神
仏
を
あ
ら
わ
し
た
も
の

で
す
。
懸
仏
は
鏡
像
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、

初
め
は
銅
鏡
の
よ
う
な
円
形
の
銅
板
、
の

ち
に
円
形
の
板
に
薄
い
銅
板
を
貼
っ
た
鏡

板
に
、
や
は
り
銅
製
の
仏
像
や
神
像
を
貼

り
付
け
た
も
の
で
す
。
宮
崎
神
社
の
鏡
像
は
、

平
安
時
代
末
期
の
湖
州
鏡
（
径
９
・
９
㎝
・

六
花
形:

註
２
）
と
呼
ば
れ
る
銅
鏡
に
、
如

来
形
坐
像
の
仏
像
が
線
刻
さ
れ
た
も
の
で

す
。
鏡
像
は
こ
れ
以
外
に
安
芸
高
田
市
内

に
、
川
根
薬
師
観
音
堂
（
高
宮
町
川
根
）

所
蔵
の
線
刻
十
一
面
観
音
鏡
像
（
市
重
文
）

が
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
は
こ
れ
ら
を
含

め
て
４
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
い
ず
れ

も
数
少
な
い
貴
重
な
資
料
で
す
。 

　
懸
仏
断
片
は
、
も
と
は
径
３０
㎝
程
度
の

鏡
板
に
付
け
ら
れ
て
い
た
仏
像
部
分
が
残

っ
た
も
の
で
、
鋳
型
に
よ
り
、
高
さ
１２
・
５

㎝
の
如
来
形
坐
像
を
造
り
出
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
仏
像
の
形
式
か
ら
み
て
鎌
倉
時

代
末
頃
の
制
作
と
み
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
に
は
宮
崎
神
社
の
も
の
を
は
じ
め
、

吉
田
町
、
高
宮
町
を
中
心
に
、
鏡
像
・
懸
仏
、

本
地
仏
な
ど
、
中
世
期
に
お
け
る
神
仏
習

合
時
代
の
遺
物
を
数
多
く
伝
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
紹
介
の
鏡
像
・
懸
仏
断
片
は
現
在
、

吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
に
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

註
１:

神
仏
は
同
体
で
、
仏
教
の
仏
が
日

本
へ
あ
ら
わ
れ
て
神
に
な
っ
た
と

い
う
、
日
本
特
有
の
考
え
方 

註
２:

中
国
宋
代
の
鏡
で
、
鏡
背
に
「
湖
州

真
石
井
家
照
子
」
の
文
字
を
鋳
出
す
。

八
花
形
、
円
形
、
方
形
な
ど
も
あ
る
。 

 

参
考
文
献 

・『
中
世
吉
田
の
信
仰
展
図
録
』（
平
成
５
年
） 

・『
広
島
県
の
鏡
像
・
懸
仏
』（
平
成
５
年
） 

毛
利
氏
の
氏
神
・
宮
崎
神
社
（
三
） 

毛
利
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宮
崎
神
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（
三
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写真１　鏡像 写真２　鏡像背面 

編
集
後
記 

何
だ
か
寒
気
が
す
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、

案
の
定
風
邪
を
ひ
い
た
よ
う
で
す
。
数

日
前
に
隣
の
席
の
同
僚
が
風
邪
を
ひ
い

て
い
た
が
、
そ
れ
で
う
つ
さ
れ
た
の
か
？

そ
れ
と
も
２
〜
３
日
前
に
ゴ
ホ
ゴ
ホ
と

咳
を
し
て
い
た
後
ろ
の
席
の
同
僚
か
ら

の
空
気
感
染
か
？
い
や
昨
日
指
を
舐
め

な
が
ら
書
類
を
め
く
っ
た
せ
い
か
？
い

ず
れ
に
し
て
も
ひ
い
て
し
ま
う
前
に
、

こ
ま
め
に
手
を
洗
っ
た
り
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
た
り
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
な

ど
し
て
予
防
し
た
い
も
の
で
す
ね
。（
山
中
） 

「
シ
ン
ジ
ラ
レ
ナ
イ
」
。
プ
ロ
野
球
日
本

ハ
ム
の
ヒ
ル
マ
ン
監
督
が
、
優
勝
が
決

ま
っ
た
際
、
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
喜
び

を
表
現
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ

て
の
「
シ
ン
ジ
ラ
レ
ナ
イ
」
は
、
大
勢
の

皆
さ
ん
に
被
害
と
恐
怖
を
も
た
ら
し
た

９
月
16
日
の
大
雨
で
す
。
私
が
住
ん
で

い
る
地
域
で
は
そ
こ
ま
で
雨
が
降
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
深
夜
の
出
勤
中
、

道
路
の
上
を
川
の
よ
う
に
水
が
流
れ
て

い
る
の
を
見
た
と
き
に
、「
シ
ン
ジ
ラ
レ

ナ
イ
」
と
心
の
中
で
叫
び
続
け
ま
し
た
。

昨
年
末
の
大
雪
と
今
回
の
大
雨
で
、
何

が
お
き
る
か
分
か
ら
な
い
と
、
改
め
て

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
戸
田
） 

休
日
に
職
場
の
先
輩
と
温
泉
に
行
き
ま

し
た
。
天
気
も
よ
く
、
お
し
ゃ
れ
な
カ

フ
ェ
に
も
行
け
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。（
松
村
） 

写
真
３
　
懸
仏
断
片
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安芸高田産品が 
お弁当の中に 

安芸高田アグリフーズ　始動。 

　八千代町の土師に安芸高田アグリフーズの新社屋がこのたび完成し、１０月１日

から本格的に稼動をはじめました。安芸高田市と広島北部農業協同組合、広島駅

弁当株式会社が出資して立ち上げた第３セクターの安芸高田アグリフーズ株式会

社では、米の精米と炊飯、そして惣菜の加工を行います。 

安芸高田アグリフーズ株式会社 
八千代町土師６７－２ 

ホームページ 

http://www.agr i foods. jp

土師ダム 

安芸高田 
アグリフーズ 

54

八千代湖 

竣工式では中島社長、児玉市長、岩　組合長ならびに来賓の皆さんが

一緒にテープカットを行い、新社屋の完成を祝った。 

安芸高田市

雇用づくり、 

地域活性化、 

農業振興施策の 

環境づくり 

広島北部
農業協同組合
地域農業の安定、 

契約農家の確保、 

地域営農の牽引、 

持続可能な農村生活の 

提案 

広島駅弁当
株式会社
独自の市場開拓、 

新ブランドの確立、 

地域特性をいかした 

食材の流通販売 

生　　産　　者 

課題 
○過疎化・高齢化による集落維持の危機 
○後継者不足、耕作放棄地の増加 
○農作物の市場開放・自由化と価格低迷 
○産地間競争の生き残りをかけて 

効果 
■農地利用の集積・規模拡大（農地利用
高度化）による農業の低コスト化 
■農機の共同・効率利用 
■自然循環型農業の定着 
■担い手育成 

安芸高田アグリフーズ 

課題 
○消費者に応じた製品開発・販売 
○販路の確実な確保 
○安全性の高い原材料の安定した確保 

効果 
■高水準の地域ブランドを展開 
■新調理システムの導入による新たな流
通経路 
■雇用創出による地域の安定 

消　　費　　者 

課題 
○食の安全への不安 
○食の構造変化、増加する「中食」の需要 
○高まる産地ブランド志向 

効果 
■安心できる食の提供 
■食に対する信頼・評価の獲得 
■消費者の声が地域の活力へ 

※
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
… 

　
　
１
９
６
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
宇
宙
食
の
安
全 

　
　
性
を
確
保
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
食
品
の
衛 

　
　
生
管
理
方
式
。（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
） 

安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
竣
工
式 

　
９
月
２５
日（
月
）安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ
ー
ズ

新
社
屋
の
竣
工
を
祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
の
中
で
広
島
駅
弁
当
株
式
会
社
の

代
表
取
締
役
社
長
で
も
あ
る
安
芸
高
田
ア
グ

リ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
の
中
島
和
雄
代
表
取
締

役
社
長
が
「
こ
の
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
の
取
り
組

み
で
安
芸
高
田
市
産
の
農
産
物
の
販
路
拡
大

や
、
地
元
の
雇
用
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に

向
け
て
全
力
を
つ
く
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
第
３
セ
ク
タ
ー
で
と
も
に
取
り

組
む
安
芸
高
田
市
の
児
玉
市
長
は
「
地
元
産

食
材
の
加
工
と
販
売
は
広
島
駅
弁
当
さ
ん
に

お
任
せ
し
、
食
材
の
供
給
は
Ｊ
Ａ
と
市
が
取

り
組
む
。
こ
の
役
割
分
担
で
安
芸
高
田
ア
グ

リ
フ
ー
ズ
を
市
の
農
業
振
興
を
図
る
上
で
の

拠
点
に
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
広
島
北
部
農
業
協
同
組
合
の
岩

　
正
司
代
表
理
事
組
合
長
は
「
輸
入
品
が
多

く
流
通
し
て
い
る
中
、
安
芸
高
田
の
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
食
材
を
市
場
に
自
信
を
持
っ

て
送
り
出
せ
ば
、
安
全
安
心
面
か
ら
も
限
り

な
い
期
待
が
持
て
る
と
確
信
す
る
。
一
生
懸

命
作
っ
た
も
の
が
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
に
使
わ
れ

る
こ
と
が
農
家
に
と
っ
て
の
誇
り
に
つ
な
が

る
よ
う
に
」
と
こ
の
取
り
組
み
へ
の
期
待
の

気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
新
し
い
施
設 

　
安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
の
設
立
に
つ
い

て
は
平
成
１６
年
４
月
か
ら
協
議
を
始
め
ま
し

た
。
平
成
１７
年
８
月
に
広
島
駅
弁
当
株
式
会

社
と
広
島
北
部
農
業
協
同
組
合
、
そ
し
て
安

芸
高
田
市
で
第
３
セ
ク
タ
ー
の
会
社
を
設
立

さ
せ
ま
し
た
。
会
社
の
資
本
金
は
３，
０
０
０

万
円
で
、
出
資
比
率
は
安
芸
高
田
市
が
３
７
・

７
％
、
広
島
北
部
農
業
協
同
組
合
が
１
３
・

３
％
、
広
島
駅
弁
当
株
式
会
社
が
４
９
・
０

％
で
す
。 

　
新
社
屋
の
総
工
費
約
１３
億
円
に
対
し
て
、

農
業
の
構
造
を
変
え
る
取
り
組
み
と
し
て
の

国
の
助
成
を
半
額
受
け
て
い
ま
す
。
鉄
骨
造

り
一
部
２
階
建
て
で
、
約
３，
０
１
０
㎡
で
す
。

精
米
、
炊
飯
、
惣
菜
加
工
の
複
合
施
設
と
し

て
は
、
日
本
初
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
の
設
備

を
持
っ
た
オ
ー
ル
電
化
厨
房
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
水
は
地
下
１
０
０
メ
ー

ト
ル
か
ら
く
み
上
げ
る
天
然
水
を
利
用
し
て

い
ま
す
。 

 

加
工
工
場
を
産
地
へ 

　「
産
地
か
ら
加
工
工
場
へ
」
こ
れ
が
、
こ

れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

た
食
品
加
工
の
流
れ
で
し
た
。
逆
転
の
発
想

を
取
り
入
れ
た
の
が
、
安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ

ー
ズ
で
す
。「
加
工
工
場
を
産
地
へ
」
産
地

で
と
れ
た
も
の
を
そ
の
場
で
加
工
す
る
と
い

う
流
れ
に
よ
っ
て
、
収
穫
か
ら
加
工
ま
で
の

時
間
を
短
縮
さ
せ
、
素
材
の
新
鮮
さ
を
生
か

し
た
加
工
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、「
農
家
の
安

定
的
な
経
営
」、「
加
工
工
場
で
の
雇
用
の
創

出
」、
そ
し
て
何
よ
り
「
お
い
し
く
て
安
全
・

安
心
な
食
の
提
供
」
を
実
現
さ
せ
ま
す
。 

　
ま
た
、
産
地
と
市
場
を
直
接
に
結
ぶ
こ
と

で
、
消
費
者
が
求
め
る
も
の
に
応
じ
た
食
を

提
供
し
、
同
時
に
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
生
産
者

に
伝
え
る
と
い
う
、
市
場
の
需
要
を
的
確
に

と
ら
え
た
強
い
農
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　

ハ

セ

ッ

プ 

※

ハ

セ

ッ

プ 
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広島ニュージーランド村内 
（株）ファーム　調理主任 

虹の農場 加工房 ソーセージ製造係 
　　　   　はら　だ　　　みちあき 

原田　満昭さん 

　
こ
れ
ま
で
の
「
食
品
の
安
全
性
」
は
、

製
造
す
る
場
所
を
き
れ
い
に
す
れ
ば
安

全
な
食
品
が
作
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
製
造
す
る
場
所

の
整
備
や
衛
生
の
確
保
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
食
品
の
安
全
性
の

確
認
は
、
主
に
で
き
あ
が
っ
た
製
品
で

検
査
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式

は
こ
れ
ま
で
の
方
法
に
加
え
、
さ
ら
に

食
材
の
入
荷
か
ら
製
造
・
出
荷
ま
で
の

す
べ
て
の
工
程
で
あ
ら
か
じ
め
危
害
を

予
測
し
て
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
、

継
続
的
に
監
視
と
記
録
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
異
常
が
認
め
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に

対
策
を
と
っ
て
解
決
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。 

5

機械の中では石などの異物や、色の悪い米
を識別して取り除いている。何度も重ねて
識別をすることで「安全・安心」な精米を
実現させている。 

１度精米機に入った米は、機械の中を通っ
てそのまま炊飯されるものと、ぬかを取り
除いて研がずにそのまま炊ける無洗米とに
分けられる。 

すし飯や炊き込みご飯もコンピュータの入
力で炊くことができる。この握りずしのし
ゃりを作る機械も設置されている。炊き上
がった酢飯をしゃり玉にしていく。 

２台の機械が９０の釜で順序良く米を IH炊
飯で炊いていく。深夜２時ごろに炊き上げ
られたご飯は、広島駅弁当に運ばれて弁当
につめられる。 

広島駅弁当で使う米を精米する。原材料は
安芸高田産のあきろまんとコシヒカリ。年
間１,５００トンを使う予定。ＪＡが取り扱う
安芸高田産の４分の１にあたる量だ。 

ゆでられたジャガイモは、にんじんと一緒
に真空パックに詰められた。これに熱を加
えることでより長い間、品質の保持を可能
にする。 

下ごしらえが終わったジャガイモを刻む機械。
この惣菜コーナーは料理の部品を作る場所。
広島駅弁当に運ばれ、ポテトサラダ用とな
る予定だ。 

安芸高田アグリフーズで加工された食材の
数々。現在商品として２０品目くらい完成
している。広島駅弁当で弁当に詰められる
ほか、業務用として販売される。 

広島駅新幹線口2階の広島駅弁当販売店にならぶ安芸高田アグリ弁当。「地元産の食材を使
っていることをPRするとよく買っていただけます」と人気も上々のようだ。 

電気で加熱調理する機械。一気に熱を加えて、
その後冷ますことで菌類を減らし鮮度を保
たせる。 

ジャガイモの皮むきなど下ごしらえを行う。
現在この安芸高田アグリフーズでは４４人
の従業員を雇用している。ほとんどが地元
の人が勤務されている。 

甲田町　水野賛治商店 

　　　　みず　の　しゅんた　ろう 

水野俊太郎さん 

米 

惣菜 

生産者たちに聞く 

安芸高田アグリフーズ 

加熱調理・野菜カット担当 
　　　　　　はな　と　　　こう　じ 

花登　浩司さん（八千代町） 

 

　職場では、食材に菌を繁殖させないように身のま

わりを清潔に保つことを日々心がけていますし、刃

物がついた機械が多いので、機械の取り扱いにも気

をつけています。 

　今は会社も立ち上がりの状態で、機械の操作を覚

えるなどペースをつかんでいる状態ですが、このア

グリフーズで安芸高田の農業が発展していけば良い

ですね。また１度、加工したものを食べてみてもらっ

て、いろいろな意見がいただけたらとも思っています。

皆さんの声が会社や安芸高田の農業の発展にもつな

がるかなと思います。 

「安心・安全」 
産地が見える 
食づくり 

安
芸
高
田

　
ア
グ
リ
フ
ー
ズ

　
焼
い
た
と
き
に
天
然
の
羊
の
腸
特
有
の
パ

リ
パ
リ
感
を
作
り
、
脂
身
を
多
め
に
し
て
ジ

ュ
ー
シ
ー
な
う
ま
み
を
出
す
。
そ
し
て
１
つ

ず
つ
人
の
手
で
よ
く
絞
め
て
形
を
整
え
て
い
く
。

こ
れ
が
こ
の
虹
の
農
場
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
特

徴
で
す
。
ま
た
こ
の
虹
の
農
場
は
地
産
地
消

の
た
め
の
施
設
で
す
の
で
、
使
う
豚
肉
は
地

元
産
を
選
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
ア
グ
リ
弁
当
に
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
、
作
り
手
と
し
て
も
作
り
甲
斐
を
感

じ
て
い
ま
す
。
新
幹
線
に
乗
ら
れ
る
全
国
の

方
が
食
べ
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。
高
宮
で
で
き

る
味
と
し
て
多
く
の
人
に
味
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
い
形
の
お
い
し
い

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
り
続
け
る
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
従
来
、
個
人
経
営
で
の
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
は
、

地
元
の
商
店
へ
の
卸
し
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
商
店
も
ス
ー
パ
ー
や
チ
ェ
ー
ン

店
に
押
さ
れ
、
ま
た
我
々
も
ス
ー
パ
ー
な
ど

に
卸
せ
る
ほ
ど
の
量
を
作
る
こ
と
も
で
き
ず
、

販
路
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

ア
グ
リ
フ
ー
ズ
さ
ん
は
う
ち
の
こ
ん
に
ゃ
く

を
見
つ
け
て
く
れ
、
引
き
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
う
ち
の
こ
ん
に
ゃ
く
は
田
舎
風
で
、
企
業

で
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
き
れ
い
さ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
が
心
配
な
面
も
あ
る
の
で
す
が
、

都
市
の
人
に
は
「
懐
か
し
さ
」
み
た
い
な
魅

力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ズ
さ
ん
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も

安
芸
高
田
の
宝
物
が
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
も

ら
え
れ
ば
、
市
の
元
気
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ア
グ
リ
フ
ー
ズ
に
お
け
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は

食
　
　
材 

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式 

調
　
　
合 

真
空
包
装 

加
　
　
熱 

冷
　
　
却 

殺
　
　
菌 

出
　
　
荷 

　これまでは製品になって問題が生じた場合に出荷

の差し止めや製品の回収といった対策を行っていま

したが、それぞれの工程ごとに監視と記録を行うこ

とで、早い段階で改善措置をとることができます。 

ハ
　
セ
　
ッ
　
プ 
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９
月
１６
日
の
夜
か
ら
１７
日
早
朝
に
か
け
て
、

中
国
地
方
を
襲
っ
た
大
雨
は
、
安
芸
高
田
市

に
お
い
て
も
記
録
的
な
集
中
豪
雨
を
も
た
ら

し
、
市
内
各
所
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。 

　
こ
の
集
中
豪
雨
の
原
因
は
、
台
風
１３
号
の

影
響
で
、
秋
雨
前
線
に
む
か
っ
て
湿
っ
た
空

気
が
流
れ
込
み
、
不
安
定
と
な
っ
た
大
気
が

局
地
的
な
集
中
豪
雨
を
引
き
起
こ
し
た
も
の

だ
が
、
記
録
的
な
豪
雨
の
た
め
、
増
水
し
た

河
川
か
ら
溢
れ
た
水
が
宅
地
や
農
地
に
流
入
、

山
沿
い
で
は
土
砂
崩
れ
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、

建
物
を
破
壊
し
た
。
安
芸
高
田
市
全
体
で
の

被
害
総
額
は
約
２５
億
円
と
、
大
き
な
爪
あ
と

を
残
し
た
。 

■時間雨量（９月１６日１７：００から１７日２：００まで） 単位：mm

■災害報告（安芸高田市分） 

■避難の状況 

被　　害　　区　　分 

人　の　被　害 

住家の被害 

 

 

 

 

公　共　建　物 

 

公共土木施設 

 

農林水産施設 

そ　の　　他 

軽傷者 

全壊 

半壊 

床上浸水 

床下浸水 

一部損壊 

小学校 

中学校 

道路 

河川 

田・畑・農道など 

農産被害 

商工被害 

水道施設 

断水 

停電 

その他 

下水道 

市営住宅浸水 

被害内容 

4人 

4棟 

2棟 

55棟 

283棟 

4棟 

1箇所 

1箇所 

51箇所 

72箇所 

254箇所 

 

18箇所 

29箇所 

99戸 

約100戸 

16箇所 

３箇所 

14箇所 

自 主 避 難 

避 難 勧 告 

避 難 指 示 

世　　帯　　数 

― 

104世帯 

0世帯 

人　数　 

430人 

223人 

0人 

集
中
豪
雨
（
9
月
16 
日
）
に
よ
り 

【
災
害
の
際
は
早
め
の
避
難
を
】 

 

　
今
回
、
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
集
中

豪
雨
だ
が
、
人
的
被
害
は
軽
傷
４
人
と
比
較

的
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
消
防
団
の
活
躍
並

び
に
、
避
難
勧
告
と
自
主
避
難
に
よ
り
危
険

地
域
か
ら
６
０
０
人
以
上
が
避
難
し
て
い
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

　
特
に
避
難
勧
告
は
、
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
危
険
区
域
の
住
民
に

対
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
呼
び
か
け
を
行
う

も
の
だ
が
、
呼
び
か
け
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
自
宅
周
辺
の
異
常
か
ら
災
害
の
危
険
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
早
め
に
安

全
な
場
所
に
自
主
避
難
す
る
こ
と
が
、
人
的

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
は
重
要
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
今
回
の
教
訓
と
し
て
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。 

１０月１０日現在 

豪
雨
の
爪
あ
と 

豪
雨
の
爪
あ
と 

大雨・台風１３号により被害を受けられた　　　　 
　　　みなさまに心からお見舞いを申し上げます 

　大雨・台風１３号による被害に対しては各種の支援制度が受けられる場合があります。

詳細は９月２８日の嘱託員文書で回覧すると同時にホームページにも掲載しております

のでご覧いただき、関係各機関へご相談ください。 

観測局名／時刻 17：00 

3 

5 

5 

0 

2 

0 

2 

5 

5 

2

18：00 

10 

12 

15 

0 

3 

3 

2 

7 

9 

3

19：00 

8 

17 

20 

0 

2 

0 

2 

5 

6 

10

20：00 

27 

13 

1 

14 

28 

14 

17 

26 

19 

1

21：00 

47 

22 

23 

23 

20 

52 

30 

25 

25 

2

22：00 

27 

46 

53 

9 

13 

9 

13 

40 

35 

15

23：00 

35 

34 

45 

6 

14 

9 

7 

29 

19 

8

0：00 

39 

32 

55 

13 

21 

6 

6 

18 

20 

2

1：00 

17 

17 

15 

7 

11 

19 

9 

25 

27 

2

2：00 

14 

27 

7 

9 

10 

9 

12 

21 

19 

21

合計 

227 

225 

239 

81 

124 

121 

100 

201 

184 

66

多 治 比 

吉田建設支局 

八 千 代 支 所 

桑 田 

美 土 里 支 所 

川 根 

高 宮 佐 々 部 

甲 田 

下 甲 立 

向 原 坂 

安
芸
高
田
市
に 

　
　
　
大
き
な
被
害 

道路に溢れる水（吉田町常友） 土砂でふさがれた道路（吉田町相合） 

土砂が流入した水田（吉田町中馬） 水田を覆う水流（八千代町勝田） 

建物を押しつぶした土砂（吉田町吉田） 

溢れた土砂で交通が寸断（八千代町土師） 

7
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確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て 

３
年
間
の「

基
礎
・
基
本
」定
着
状
況 

　
　
　
　
調
査
か
ら
見
る

子
ど
も
の
姿 

基
礎
学
力
の
定
着
度
は

　
基
礎
学
力
の
定
着
度
は
、
小
学
校
で
は
国

語
・
算
数
、
中
学
校
で
は
国
語
・
数
学
・
英

語
か
ら
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
と

も
す
べ
て
の
教
科
で
、
３
年
間
継
続
し
て
７０

％
の
通
過
率
を
超
え
る
と
と
も
に
、
県
平
均

を
上
回
っ
て
お
り
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

習
内
容
は
、
お
お
む
ね
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。（
左
グ
ラ
フ
） 

　
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
が
平
成
14
年
度
か

ら
毎
年
６
月
に
県
内
の
小
学
校
５
年
生
、
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
調
査
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
学
習
に
関
す
る
意
識
や
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
各
小
中
学
校
が
独
自
に
指
導
の
内
容
や
方
法
を
改
善
し
て
い
く

資
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
度
、
最
近
の
３
年
間
の
結
果
を
元
に
、
安
芸
高
田
市
の

子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
学
習
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

学
習
意
欲
と
学
習
習
慣
は

　
安
芸
高
田
市
の
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力

は
、
県
平
均
を
超
え
、
お
お
む
ね
定
着
し
て

き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
国
語
、

算
数
（
数
学
）
な
ど
の
授
業
に
対
し
、「
好
き
」

「
楽
し
み
」「
分
か
る
」
と
肯
定
的
な
回
答
を

す
る
子
ど
も
た
ち
の
割
合
は
、
小
学
校
・
中

学
校
ま
た
は
教
科
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ

る
も
の
の
、
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
特
に

授
業
が
「
楽
し
み
」
と
回
答
す
る
項
目
の
中

で
、
県
平
均
と
比
較
し
て
最
高
１０
％
程
度
下

回
る
項
目
も
あ
り
、
今
後
、
そ
の
背
景
を
分

析
す
る
と
と
も
に
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
さ
ら
に
、「
分
か
る
と
楽
し
い
か
ら
勉
強

し
ま
す
」「
自
分
で
勉
強
の
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
」（
上
グ
ラ
フ
）
と
い
う
項
目
に
対

す
る
肯
定
的
回
答
は
、
県
平
均
と
比
較
し
て

も
低
く
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
な
る
と
一

段
と
低
下
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
き
れ
て

い
な
い
面
や
、
自
ら
す
す
ん
で
学
ぼ
う
と
す

る
積
極
的
な
意
識
や
行
動
が
充
分
で
な
い
と

い
え
ま
す
。 

　
今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
、

学
習
内
容
や
活
動
の
面
白
さ
や
実
用
性
を
理

解
し
自
ら
学
習
計
画
を
た
て
る
な
ど
の
主
体

的
な
学
習
態
度
が
身
に
つ
く
よ
う
、
日
々
の

授
業
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
活
動
を
改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
た
ち
が
朝
食
を
と
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
食
事
の
内
容
面
で
の
充
実
と
欠
食
す
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
個
別
指
導
を
中
心
に
、
引

き
続
き
朝
食
の
重
要
性
を
指
導
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
上
グ
ラ
フ
） 

　
睡
眠
時
間
は
、
２
年
前
に
、
小
学
校
で
約

６
％
の
子
ど
も
た
ち
が
５
時
間
未
満
の
睡
眠

時
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

０
・
８
％
と
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
る
成
果
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。（
上
グ
ラ
フ
） 

　
ま
た
、
規
則
正
し
い
起
床
・
睡
眠
時
刻
は
、

昨
年
度
ま
で
は
小
学
校
で
２５
％
〜
３０
％
の

子
ど
も
た
ち
が
不
規
則
で
し
た
が
、
今
年
度

は
小
中
学
校
と
も
１８
％
ま
で
改
善
し
ま
し
た
。

し
か
し
小
中
学
校
と
も
約
２
割
の
子
ど
も
た

ち
が
ま
だ
不
規
則
な
起
床
・
睡
眠
時
刻
と
な

っ
て
お
り
、
引
き
続
き
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
得
て
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間
の
多
さ
は
、
以
前
か

ら
も
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
の
皆
様

に
も
現
状
を
伝
え
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
１
日
４
時
間
以
上

テ
レ
ビ
（
ビ
デ
オ
）
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
す
る
」
子
ど
も
た
ち
の
割
合
は
年
々
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。（
上
グ
ラ
フ
）
し
か
し
、

依
然
と
し
て
約
２
割
の
子
ど
も
た
ち
が
４
時

間
以
上
テ
レ
ビ
漬
け
に
な
っ
て
い
る
現
状
や
、

小
学
校
で
は
、「
家
庭
で
の
読
書
時
間
が
１

週
間
で
１
時
間
未
満
の
児
童
」
の
割
合
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
（
上
グ
ラ
フ
）、
ま
た
、

家
庭
（
塾
な
ど
を
含
む
）
で
の
１
日
の
学
習

時
間
が
小
中
学
校
と
も
県
平
均
よ
り
少
な
い

こ
と
な
ど
を
含
め
て
考
え
ま
す
と
、
家
庭
で

の
生
活
時
間
の
中
で
、
テ
レ
ビ
視
聴
な
ど
の

時
間
が
多
く
、
生
活
リ
ズ
ム
が
く
ず
れ
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
家

庭
で
の
学
習
・
睡
眠
・
食
事
・
余
暇
の
と
り

方
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
時
間
の
使
い
方

を
工
夫
し
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

基
本
的
な
生
活
習
慣
は
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学力を 
つけるために 

 
○学校では、 
　授業改善を行い、「分
かる授業づくり」「自ら
学ぶ態度づくり」に努め
ます。 
○教育委員会では、 
　安芸高田教育推進会
と連携し、授業力向上の
ための研修を充実させ
ます。 
　市内の教師による優
れた授業を交流できる
ようにします。 
○家庭では、 
　子どもたちの学ぼう
とする意欲を喚起する
ような声かけをお願い
します。 
 

 
学力の土台を 

作るために 
 
○学校では、 
　家庭での勉強時間や
テレビの視聴時間など
の実態をもとに、計画的
に学習や生活をおくる
ことの大切さを指導し
ます。 
　本の選定の仕方や読
み取り方など読書指導
を行い、家庭での読書に
つながるように指導を
します。 
○教育委員会では、 
　「食べる・遊ぶ・読む」
キャンペーン推進や家
庭教育のあり方を考え
る研修会を実施します。 
　読書好きの子どもが
増えるように、学校図書
館や公共図書館の充実
などの環境整備に努め
ます。 
○家庭では、 
　食事や就寝・起床時間
など規律正しい家庭生
活ができるようにお願
いします。 
　テレビを見る時間を
少し減らして、家族で会
話や読書を楽しむよう
な工夫をしてみてくだ
さい。 

※通過率：設問ごとの調査対象者に対する正答者の 

　　　　　割合のこと。 

※
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
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さ
ん
は
、
現
在
抱
え
て
い
る
課

題
を
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

近
所
で
の
助
け
合
い
の
必
要
性

を
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
か
ら 

収
益
活
動
の
機
運
が
高
ま
る
。 

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
み
ん
な
で

挑
戦 

　「
い
つ
ま
で
も
振
興
会
に
対
す

る
活
動
助
成
金
は
受
け
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
資
源
ご
み

で
の
収
入
だ
け
に
限
ら
ず
、
振

興
会
で
の
生
産
活
動
に
も
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
は
ぶ
草

茶
（
え
び
す
茶
）
の
栽
培
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
地
域
の
休
耕

田
を
借
り
て
、
５
月
終
わ
り
に

は
ぶ
草
を
植
え
つ
け
、
９
月
初

旬
に
３０
人
あ
ま
り
で
葉
を
摘
み

取
り
ま
し
た
。
摘
み
と
っ
た
葉

は
機
械
で
刻
み
、
乾
燥
さ
せ
て

も
み
、
さ
ら
に
乾
燥
さ
せ
た
も

の
を
農
協
に
買
い
取
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
は
ぶ
草
茶
に
限
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
も
振
興
会
と
し
て
山

林
や
農
地
の
資
源
か
ら
も
の
づ

く
り
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。 

　「
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、

集
落
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
。
５
年
後
、
１０
年
後
を

見
す
え
て
、
地
域
を
共
同
で
考

え
る
時
期
だ
ろ
う
」
と
話
す
渡

辺
徹
也
会
長
。
倉
庫
の
中
に
展

示
し
て
あ
る
懐
か
し
の
農
具
や

道
具
を
見
る
た
び
に
、
昔
の
人

た
ち
の
勤
勉
さ
や
、
助
け
合
い

の
大
切
さ
を
、
ま
た
い
ろ
り
の

あ
る
居
間
か
ら
は
家
族
が
寄
り

合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
大

事
さ
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。
機

械
化
と
と
も
に
忘
れ
か
け
て
い

た
大
切
な
も
の
を
思
い
出
し
て
、

現
在
の
活
動
に
結
び
付
け
て
い

ま
す
。 

地
域
の
中
心
に
あ
る
倉
庫
を 

も
の
づ
く
り
の
場
、
作
業
の
場
、 

展
示
の
場
な
ど
と
し
て
活
用
。 

　
県
道
吉
田
豊
栄
線
沿
い
に
建
つ

旧
Ｊ
Ａ
米
倉
庫
。「
こ
の
倉
庫
を

活
用
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
」

と
地
域
の
皆
さ
ん
は
合
併
前
に
旧

向
原
町
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
は
「
合
併
で
地
域
を
廃
れ

さ
せ
て
は
い
け
な
い
、
そ
の
た
め

に
も
活
動
の
場
が
欲
し
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
熱
意
に
町
も
動
き
、
地
域
の

拠
点
施
設
と
し
て
自
由
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

窓
を
取
り
付
け
て
倉
庫
に
光
を
と

り
入
れ
、
屋
根
や
ト
イ
レ
の
修
理

を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
倉
庫
で
毎
年
６
月
に
開
催

さ
れ
て
い
る
向
原
花
し
ょ
う
ぶ
祭

り
に
合
わ
せ
て
、
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
懐
か
し

の
農
具
・
道
具
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
地
域
内
か
ら
古
い
農
具
を

集
め
て
展
示
を
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
い
ろ
り
の
あ
る
昔
の
家
の
居

間
と
台
所
を
再
現
し
ま
し
た
。「
か

ま
で
炊
い
た
麦
ご
飯
、
お
こ
げ
が

食
べ
た
い
ね
」
と
家
の
様
子
を
見

た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声

を
聞
い
た
ふ
れ
あ
い
部
の
皆
さ
ん

は
、
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
健

康
教
室
を
、
今
度
は
こ
の
い
ろ
り

の
間
で
行
っ
て
み
よ
う
と
計
画
中

で
す
。
ま
た
実
際
に
い
ろ
り
や
か

ま
ど
を
使
っ
て
の
調
理
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
も
見
せ
て
体
験

さ
せ
て
も
良
い
経
験
に
な
る
だ
ろ

う
と
話
し
合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
倉
庫
に
は
、
地
域
行
事
の
道
具

を
保
管
し
て
お
く
こ
と
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
竹
炭
な
ど
を
制
作
す

る
作
業
所
と
し
て
も
活
用
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
広
い
軒
下
は
資

源
ご
み
を
収
集
す
る
拠
点
に
も
し

て
い
ま
す
。 

振
興
会
発
足
以
後
、
会
と
し
て
は

じ
め
て
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
リ

サ
イ
ク
ル
。 

連
帯
と
新
た
な
収
入
を
得
た
。 

　
こ
の
坂
上
地
域
振
興
会
は
、
安

芸
高
田
市
内
３２
振
興
会
の
中
で
、

ご
み
減
量
化
対
策
助
成
制
度
に
最

初
に
振
興
会
で
取
り
組
ん
だ
地
域

で
す
。
古
紙
・
ス
チ
ー
ル
缶
・
ア

ル
ミ
缶
を
分
別
し
て
収
集
場
所
に

出
す
と
、
坂
上
地
域
の
場
合
は
月

に
１
度
、
業
者
が
引
き
取
り
に
き

ま
す
。
１
キ
ロ
の
資
源
ご
み
で
４

円
の
補
助
金
が
市
か
ら
受
け
ら
れ

る
と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
で
各
家
庭
が
ゴ
ミ
袋
を
買
う

負
担
は
抑
え
ら
れ
、
地
域
に
は
お

金
が
入
っ
て
き
ま
す
。
振
興
会
が

で
き
て
間
も
な
い
こ
ろ
役
員
た
ち

は
こ
の
制
度
の
話
を
聞
き
、
会
と

し
て
初
め
て
の
活
動
に
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
２
年
目

を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
坂
上
地

域
。
今
年
の
４
月
か
ら
９
月
ま
で

で
、
６，
９
０
０
㎏
の
資
源
ご
み

が
集
ま
り
、
２
万
７，
６
０
０
円

の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
で

は
試
験
的
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収

集
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
助
成
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
み
処
理
に

か
か
る
各
家
の
負
担
は
さ
ら
に

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
り
組
み
で
得
た
収
入
は
、

倉
庫
の
電
気
代
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。「
坂
上
地
域

に
と
っ
て
合
併
効
果
」
と
役
員

た
ち
が
喜
ぶ
ご
み
減
量
化
対
策

助
成
制
度
。
地
域
全
域
の
取
り

組
み
で
連
帯
を
生
ん
で
い
る
の

も
確
か
で
す
。
大
事
に
し
て
い

き
た
い
市
と
地
域
と
の
協
働
の

取
り
組
み
と
、
役
員
の
皆
さ
ん

は
考
え
て
い
ま
す
。 

　
収
集
が
１
か
月
に
１
度
と
い

う
こ
と
で
、
軒
下
が
ご
み
置
き

場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
な

い
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
置

き
場
は
、
地
域
内
か
ら
も
ら
っ

て
き
た
ロ
ッ
カ
ー
や
物
置
の
中

に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

古
紙
類
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
本
類
、

新
聞
類
な
ど
と
分
別
さ
れ
て
囲

い
の
中
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
月
に
１
度
の
収
集
日
が

地
域
の
皆
さ
ん
に
分
か
る
よ
う
に
、

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
、
な
る

べ
く
収
集
日
の
直
前
に
持
ち
込

む
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
車
を
運
転
で
き
な
い
お
年
寄
り

の
資
源
ご
み
を
ど
う
運
ぶ
か
を
考

え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
会
計
担
当
の
鈴
川
暢
章

　
地
域
の
中
心
に
建
つ
旧
Ｊ
Ａ
米
倉
庫
が
坂
上
地
域
振
興
会
の
活
動
の

拠
点
。長
く
突
き
出
た
軒
先
に
は
、使
い
込
ま
れ
た
ロ
ッ
カ
ー
や
物
置
が

あ
り
、中
に
は
、古
紙
、ア
ル
ミ
缶
、ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
資
源
ご
み
が
き
れ

い
に
分
別
さ
れ
て
置
か
れ
て
い
る
。こ
こ
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
の

拠
点
だ
。市
の
ご
み
減
量
化
対
策
助
成
制
度
を
活
用
し
て
、地
域
で
ま
と

め
て
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。地
域
は
助
成
金
を
得
る
と
と

も
に
地
域
全
体
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
連
帯
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。 

地域力。 
ＶＯＬ.７ 坂上地域振興会 

地域振興推進員　辻駒健二と尋ねる 地
域
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
だ
リ
サ
イ
ク
ル
。 

　
　
　
　
家
庭
の
ゴ
ミ
処
理
の
負
担
を
減
ら
し
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
に
連
帯
と
収
入
を
も
た
ら
し
た
。 

　リサイクルの活動の一番の

大変なところは分別です。し

っかりと分別されていない家

庭には、役員さんが引き取っ

てもらえないものを伝えに行

かれたと聞きました。役員さ

んはとても言いにくかったは

ずです。しかし、こうしたご

苦労があったからこそ、上手

く軌道に乗って、地域に根付

いたのだと思います。 

　地域での収益活動では、私

は高齢者の方に年金以外に何

とか年間３０万円の収入をも

たらすような取り組みができ

ないものかなと考えています。

その手段はものづくりかなと

思っています。地の利を生か

すには農業でしょう。農業を

１人でやるのは困難です。も

やい（助け合い）での取り組み

が基本になりますが、産直な

どへの輸送体制、経理の体制

などを整備できたら実現でき

ると思います。年間３０万円

の収入の取り組みは、１日に

したら８００円ちょっと。収入

に合わせて、生きがい、健康

などそれ以上の効果が出るの

ではないかと夢を描いています。 

辻駒推進員の視点。 
年金プラス 
　年間30万円の収入 

２ ３ 

１ 

平成１８年４月１日現在 

坂上地域振興会

人　口　　３０９人

世帯数　１３４世帯

坂上地域振興会

人　口　　３０９人

世帯数　１３４世帯

坂上地域振興会

人　口　　３０９人

世帯数　１３４世帯

坂上地域振興会

人　口　　３０９人

世帯数　１３４世帯

 

１．坂上振興会の皆さん。左から京極博さん、渋川遠吉さん、内藤眞知子さん、鈴川暢章さん、粟田祐三

さん、石見幸三さん、渡辺徹也さんと辻駒健二地域振興推進員。 

２．「いろり」や「かまど」、水を蓄える「かめ」などで昔の家の様子を再現されている。 

３．倉庫の軒には看板が設置されている。地域内の行事の告知や、全国大会に出場する選手の応援などに

使われる。 
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このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー 
です。 
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。 

連絡先 
安芸高田市　企画課 
TEL ４２－５６１２ 

〒７３１－０５２１ 
安芸高田市吉田町常友１５６４－２ 

Eメール　info@akitakata.jp

ホット 
な 
話  題 

　９月１７日から３０日までの2週間、高宮中学校の姉妹校である

ニュージーランドセルウィン町のダーフィールドハイスクール

からの訪問団５名（教師１名、生徒４名）が安芸高田市を訪れま

した。市内の家庭にホームステイをしながら、高宮中学校で授

業やクラブ活動などの体験を通じて交流を行いました。２１日（木）

には児玉市長や松浦議会議長を表敬訪問するため、市役所を訪

れました。ダーフィールドハイスクールのフランシスニッモ先

生は、「日本の文化を楽しく学んでいます」と日本語を交えな

がらあいさつをし、記念品としてニュージーランドの風景など

が掲載されている写真集を児玉市長に手渡しました。 

ようこそニュージーランドの中学生たち。 
セルウィン町の中学生たちとの交流 

　９月２３日（土）神楽門前湯治村で第３１回美土里神楽発表大会が

開催されました。大会に先立ち、神楽の新演目の台本づくりなど

を通じて、芸北神楽の発展に大きな功績を残してきた故佐々木順

三氏の追悼セレモニーが行われました。佐々木氏を地域の誇りと

して胸に刻もうと美土里町１３神楽団連合会が企画したものです。 

　ステージ上に並んだ１３神楽団の団長たちは会場に集まった

神楽ファンとともに黙祷を捧げた後、連合会を代表して久保良

雄連合会長が、「連合会は神楽に対する情熱を受け継ぎ、教えを

守り続けていきたい」と決意を語り、遺族に対して感謝状を贈

るとともに記念品を手渡しました。 

新作高田舞いの生みの親に敬意を表す 
美土里神楽大会で佐々木順三先生追悼セレモニー 

　１０月９日（祝）、安芸高田市の吉田温水プールで第１回水

中ぷかぷか運動会が開催されました。この大会は体育の日に

家族で体を動かすきっかけにつながればと、吉田運動公園と

吉田サッカー公園、吉田温水プールの３施設が企画したもの。

幼児クラスは22組の親子が小学生クラスは１年生から６年

生まで約７０名が参加しました。赤と青の２チームに分かれ

た参加者たちは、水中での玉入れや、プールの底に沈んだマ

グネットなどを拾う宝探し、４人が長さ約２ｍのビート板に

つかまって足で漕ぎ、ビート板をつないで勝敗を競う浮島リ

レーといった競技で楽しみました。 

体育の日に水中運動会 
吉田温水プール　水中ぷかぷか運動会 

　１０月８日（日）、甲田若者定住センターミューズ前広場で「第１８回こうだわい

わい祭」が開催されました。毎年たくさんの人で賑わうこの「わいわい祭」、今年

も元気いっぱいのこうだわいわい踊り、地区対抗で声援も盛り上がる梨の皮むき

競技や、大土山子ども田楽など盛りだくさんの行事と、豊富なバザーのメニューに、

会場に集まった観客は終日楽しんでいました。 

盛りだくさんの行事 
第18回こうだわいわい祭 

　１０月１３日（金）毛利武者の姿に扮した吉田町商工会

青年部員とそのＯＢの皆さん２１名が、広島城を目指

して、午後５時すぎ清神社を出発しました。 

　毛利輝元が広島城へ移った史実を再現して毛利の里

をＰＲしたいと企画したもので、重いものだと約２５

キロにも及ぶ甲冑を着込んだ部員たちは、沿道からの

温かい歓声に励まされながら１歩１歩、確実に歩みを

進めていました。青年部長で毛利元就役の大畑佳己さ

んは、「商工会合併前の最後の大行事。ぜひとも歩き

きって達成感を持って合併を迎えたい」と、このたび

の挑戦に対する気持ちを話していました。一行は、翌

１４日（土）にフードフェスタで賑わう広島城へ入城しま

した。 

毛利輝元の広島城への入城を再現 
吉田町商工会青年部が武者姿で行進 

　１０月3日（火）、吉田町多治比

の畑で吉田幼稚園の園児たちが

サツマイモの芋掘りを行いました。

これは芋掘りを通じて子どもた

ちに農業体験をさせたいと丹比

地区振興会第１支部が主催した

もの。園児たちは地中に伸びた

ツルが邪魔してなかなか掘り出

せません。苦労の末に掘り出し

た芋だけに、手に持って運ぶ姿

も何だか自慢げでした。 

芋ほりを通じて 
農業体験 

　１０月１０日（火）、刈田小に東

京都港区のインターナショナル

スクールに通う６年生２５名がや

ってきました。刈田小の児童た

ちは英語活動で学んだ英語で自

己紹介をした後、サツマイモ掘り、

玉入れや綱引き、リレーなど運

動会、そして焼き芋をして交流

を深めました。 

刈田小インターナショナル 
スクールの6年生と交流 



ジグザグ走行は1.6ｍ間隔で置かれたピ

ンの間を2.5ｍの幅から出ないように自

転車を操る。ピンを倒したら減点となる。 

昨年と同じメンバーで臨む大会で結果

を期待される中、選手の皆さんたちは

プレッシャーをはねのけての優勝だった。 

　いかに安全に自転車に乗れるかを競う高齢者交通安全自転車大

会が、９月３０日に広島県運転免許センターで開催されました。こ

の大会に安芸高田市交通安全協会チームとして出場した高宮町川

根の重森一二監督、唯杉知弘さん、唯杉亘さん、中田昭雄さん、藤

澤春義さん、大下秀昭さんが参加。昨年に続き優勝の栄誉をつかみ

ました。 

　練習は、８月から週３回、１か月間にわたり取り組んできました。

だいたい１周が３分間かかるコースには、交差点や踏み切り、ジグ

ザク走行や幅２０cmの板の上の走行など、操作技術もさることながら、

確認動作や手信号などの確実性も審査のポイントです。選手の皆さ

んは、大きなミスをすることなく競技を終えました。 

　「せめて入賞を」と望んだ結果発表では優勝団体として名前が呼

ばれ、応援に来ていた人たちとともに喜んだという選手の皆さん。「優

勝者として違反や事故はできません。日ごろの車の運転もこれまで

以上に慎重になっています」と選手の１人、中田昭雄さんは語ります。

２連覇が皆さんの交通安全意識の高揚にもつながっているそうです。 

重圧に打ち勝って交通安全自転車大会2連覇 

安芸高田市交通安全協会チーム 

人 輝く。 
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市民のコーナー 

　このたび防犯功労者

として、高宮町の浅原

晃さんが全国防犯協会

連合会の会長表彰を受

賞されました。 

　浅原さんは、長年の教員生活での実践から、青

少年の健全育成に貢献し、退職後は地域での青少

年の指導を続けながら、海洋センター所長、社会

教育指導員、旧高宮町体育協会会長として、生涯、

スポーツ、特に剣道を通しての青少年健全育成に

尽力してきたことが評価されました。 

全国防犯協会連合会会長 
表彰を受賞 

浅原　晃さん 
　　　　（高宮町） 

人 輝く。 

　広報あきたかたでは、がんばっている人、グ

ループなどの情報提供を待っています。あなたの

身近な人などを紹介してください。 

　また、広報あきたかたへのご意見、注文、感想

なども大歓迎です。（掲載できない場合もありま

すので、あらかじめご了承ください。） 

あて先は、〒７３１―０５２１ 

　　　　　安芸高田市吉田町常友１５６４番地２ 

　　　　　安芸高田市自治振興部企画課 

　　　　　「広報あきたかた」担当係 

　　　　　TEL４２―５６１２　FAX４２―４６３５ 

●広報あきたかたへの 
　情報提供、ご意見、注文、 
　感想を聞かせてください。 
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あさ　はら　　あきら 

　安芸高田市防犯連合会では、夏休みの少年非行防止や健全育成の一環

として、中高校生を対象に防犯ポスターを募集しました。 

　また、このコンクールは、広島県防犯連合会が主催する「防犯ポスター・

作文コンクール」の予選も兼ねていたため、作文の募集も併せて行いま

した。 

　ポスター・作文ともに多数の応募があり、厳正な審査の結果、次の作

品が選ばれました。県コンクールの結果、作文の部の金島美季さんの作

品が優秀賞に選ばれました。 

第２回 
安芸高田市防犯ポスターコンクール 

● ① ● ③ ● ③ ● ③ ● ② 

● ④ 

■防犯ポスター 

【金賞】 

山村　未来さん（甲田中３年）　① 

「あなたは安心していませんか？」 

増田　早紀さん（甲田中２年）　② 

「あなたの側にも・・・薬物反対」 

上則　春奈さん（甲田中２年）　③ 

「覚せい剤が奪うあなたの未来」 

菊田　実奈さん（向原中３年）　④ 

「薬か友かあなたはどちらが良い？」 

升田みつきさん（向原中３年）　⑤ 

「人間を捨ててまで快感を得たいですか」 

【銀賞】藤原　優果さん　（甲田中３年） 

樋口　未佳さん　（甲田中２年） 

平尾　珠美さん　（甲田中２年） 

藤原　諒太さん　（甲田中２年） 

重永　皐月さん　（甲田中１年） 

【銅賞】山田　哲平さん　（甲田中３年） 

下岡　美紀さん　（甲田中３年） 

名明　隆治さん　（甲田中３年） 

国司　　萌さん　（甲田中２年） 

村野　帆南さん　（甲田中１年） 

 
■防犯作文(県コンクール推薦作品) 

「悲しいニュース」　　　 

深本　明歩さん（吉田中３年） 

「犯罪について」　　　　 

金島　美季さん（吉田中２年） 

「安全な街にするために」 

西川　茉希さん（吉田中２年） 

「犯罪や非行防止」　　　 

谷本　　薫さん（吉田中２年） 

「犯罪のことについて」　 

河野　志織さん（吉田中２年） 
● ⑤ 

安芸高田市からの代表選手 

第１３回世界ジュニア柔道選手権大会 
■柔道　西岡和志さん（明治大学　高宮町） 

第６１回国民体育大会のじぎく兵庫国体 
■ハンドボール 成年男子 

中山　剛さん（監督）・坪根敏宏さん・山口　修さん・下川真良さん・ 

武藤　剛さん・濱本忠志さん・山中基さん・福田大樹さん・渡辺正樹 

さん・小藪憲次さん・古家雅之さん・東　慶一さん・松村昌幸さん・志 

水孝行さん・小野誠嗣さん・吉田尚寛さん・東長濱秀作さん（湧永製薬） 

■ハンドボール 少年男子　沖田侑也さん・横杉健次さん（向原高） 

■サッカー 少年男子 

原裕太郎さん・佐伯尚平さん・沖田勇樹さん・不老祐介さん・板倉 

大地さん・宮原大輔さん・池田康平さん・植木誠也さん（吉田高） 

■カヌー 少年男子　小又千春さん（吉田高） 

■カヌー 少年女子　川本佳乃さん（八千代中） 

■馬術 成年男子　平尾　賢さん（エンゼル乗馬クラブ） 

■馬術 成年女子　平尾裕子さん（エンゼル乗馬クラブ） 

■アーチェリー 少年男子　松本皓太さん（吉田高） 

■相撲 成年男子　江本良時さん（向原町） 

第６回全国障害者スポーツ大会のじぎく兵庫大会 

■陸上競技50Ｍ走、100Ｍ走　松本　学さん（社会福祉法人　清風会） 

■陸上競技50Ｍ走、100Ｍ走　川元裕美さん（社会福祉法人　清風会） 

■卓球 一般卓球　河井正樹さん（社会福祉法人　清風会） 

第19回全国健康福祉祭 
■ラージボール卓球　松村澄夫さん（みつやの里スポーツクラブ） 

第 19回全国スポーツレクレーション祭 
■ラージボール卓球　矢野行雄さん（みつやの里スポーツクラブ） 

■インディアカ　佐々木圭子さん（甲田町）・伊東悦子さん（向原町） 

中邑明子さん（向原町）・谷上信也さん（甲田町）・田川　茂さん（吉田 

町）・茶畑朋恵さん（向原町）（向原インディアカクラブ） 

中学バレーボール広島県代表チームに選抜 

八千代中学校　竹本　駿くん 
たけ　もと　　しゅん 

　八千代中学校の３年生の竹本駿くんが、このたびＪＯＣジュニ

アオリンピックカップ第２０回都道府県対抗中学バレーボール大

会広島県代表選手１２名のうちの１人に選ばれました。１２月２４

日から大阪で行われる大会に臨みます。 

　小学校時代は野球に励み、本格的にバレーを始めたのは中学校

に入ってからという竹本くん。試合には１年生から出場して、２

年生にはレギュラー。そして今年はバレー部のキャプテンとして

チームを牽引してきました。身長１６８センチと体は大きいほう

ではありませんが、垂直とび８０センチのジャンプ力で鋭角に打

ち込む力強いスパイクが竹本くんの持ち味です。 

　「まさか本当に選ばれるとは」と自分でも少し驚いたという県

代表への選抜。家族みんなで喜ぶ中でも、バレーをやっていたお

ばあちゃんとお母さんは特に喜ばれたそうです。「できるだけ多

く試合に出たい。また出ていないときはしっかりとチームをサポ

ートしたい」と大会に向けての抱負を語る竹本くん。得意のスパ

イクと、ブロックに当ててブロックアウトを狙う技術でレギュラ

ーの座を狙っています。 

どんなボールでもくらいつく気持
ちで行うレシーブ。 

サーブは、僅差の時は確実に、大差
がついて勝っている時は積極的に
打っていく。 

【防犯ポスター金賞の作品】 
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月日・受付時間 

乳児健康診査 
平成17年11月～18年１月生まれ
の美土里町・高宮町在住の方 

3歳児健康診査 
平成15年４月～６月生まれの
甲田町・向原町在住の方 

1歳6か月児健康診査 
平成17年３月～４月生まれの
吉田町・八千代町在住の方 

対　　　象 会　　　場 

会　　　場 月日・受付時間 相談会名 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

（八千代） 
保健センター 

※４か月児・２歳
６か月児相談
の対象者には
個人通知しま
す。 
 
対象：４か月児
相談は平成１８
年７月生まれ。
２歳６か月児
相談は平成１６
年５月生まれ。 
 
※歯ブラシをご
持参ください。 

お　知　ら　せ 

健診内容は診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における 

個別相談。 

※対象者には個人通知します。 

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。 
　お気軽にご参加ください。 

問い合わせ　保健医療課　℡42－5619

11月10日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

11月17日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

11月6日（月） 
９：３０～１１：３０ 

（高宮） 
基幹集落センター 

（向原） 
保健センター 

（甲田）　ふれあい 
センターこうだ 

（美土里） 
山村開発センター 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

11月7日（火） 
１０：００～１１：３０ 

健康診査 

育児相談・4か月児相談・２歳６か月児相談 

１１月１日（水） 
９：００～１１：００ 

１１月２日（木） 
１０：００～１２：００ 

１１月７日（火） 
９：００～１１：００ 

１１月８日（水） 
９：３０～１２：００ 

１１月１６日（木） 
１０：００～１１：３０ 

１１月１４日（火） 
９：００～１１：００ 

※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話くだ 
　さい。 
※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが 
　行事の都合等がありますので保育所（園）にお問い合わせく 
　ださい。 

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽 

しい時間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育 

児の悩みなど情報交換もできます。 

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル 

子育て支援 

保育所（園）名 日　　時 内　　　容 

かわね保育園 
℡５８－０２５９ 

小田東保育所 
℡４５－２１１８ 

甲立保育所 
℡４５－２１９９ 

くるはら保育園 
℡５７－１６３３ 

小原保育所 
℡４５－２６５３ 

親 子 で 体 操 

～隅原律子さん～ 

園　庭　開　放 

１１月２８日（火） 
１０：００～１２：００ 

１１月２９日（水） 
９：３０～１１：３０ 

１１月１６日（木） 
９：３０～１１：３０ 

向原こばと園 
℡４６－２０１８ 

１１月３０日（木） 
９：００～１１：３０ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田幼稚園 
℡４２－２７８８ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

入江保育園 
℡４３－１０１１ 

ふなさ保育園 
℡５７－０００７ 

秋 の お 散 歩 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 
 
秋 い っ ぱ い 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

１１月１４日（火） 
１０：００～１２：００ 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

11月16日（木） 

13：00～13：15

11月9日（木） 

13：00～13：15

11月30日（木） 

13：00～13：15

（美土里） 

山村開発センター 

（向原） 

保健センター 

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 

げんきな親子 
子育て中のみなさんを応援するコーナー。
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。 

　冷たい北風が吹くこの時期は、外

での遊びも少なくなってくること

と思います。 

　大人は寒くて身を縮めてしまい

ますが、子どもは風を切って走りま

わるのが、大好きです。自然の空間

には、室内とは違った無限の楽しみ

が待っていて、子どもの発達も助け

ることになります。 

　子どもは、自分のからだ全体で自

然と話し、自然の声を聞き、自然を

友達にする力を持っています。心も

解放された気分になります。親子で

自然を発見するお散歩に出かけては、

いかがですか。「この葉っぱ、何色

しているかな」「いくつあるかな」「暖

かい頃と、色が違うね」などの会話

をしながらゆっくり歩き、共感をま

じえながら語りかけ、子どもの好奇

心を引き出してあげると、楽しさも

増します。 

　これから寒くなっても、霜柱を見

つけて踏んだり、水溜りにはった氷

にさわったり、雪が降れば、足跡を

つけて遊んだりと、子どもにとって

は楽しいことがいっぱい待ってい

ます。健康への気配りを忘れずに、

子どもさんと一緒に、四季の変化を

楽しんで、心もからだも元気でこれ

からの寒い季節を過ごしたいもの

ですね。 

子育てワンポイント 

親子で自然を楽しもう！ 

■と　き 

　１１月２２日（水） 

　１０：３０～　　（開場１０：００） 

■ところ 

　吉田運動公園 

　エアロビクス室 

■内　容 

　歌・手遊び 

　人形劇「ぶんぶく茶がま」 

■入場料　1家族３００円 

劇団バク公演 

「ぶんぶく茶がま」 

会　　　場 月日・受付時間 

〔子育て相談会〕　　　　※個別相談で、予約が必要です。 

相　談　員 

児童福祉司 
心理判定員 

要予約（予約先：子
ども家庭センター
〈℡082-254-0381〉 
もしくは保健医療課） 

11月1日（水） 
１３：００～１５：００ 

（高宮） 
田園パラッツォ 

（吉田） 
吉田人権会館 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

お　知　ら　せ 

11月20日（月） 
１０：３０～１５：００ 

11月8日（水） 
１０：００～１１：３０ 

11月15日（水） 
１０：００～１１：３０ 

11月22日（水） 
１０：００～１１：３０ 

会　　　場 月日・時間 対象月齢・内容 

（甲田） 
ふれあいセンター 
こうだ 

（八千代） 
八千代人権福祉 
センター 

11/21～11/24

11/7～１1/11

申込み期間 

参加費200円・タオル・
エプロン・歯ブラシ持参。 
要予約 
（予約先：保健医療課） 

要予約 
（予約先：保健医療課） 

お　知　ら　せ 

11月28日（火） 
１３：３０～１５：００ 

11月14日（火） 
１０：００～１３：００ 

乳幼児健康教室 

乳児（３～８か月児） 
～らくらく離乳食～ 
・離乳食の試食 
・お口のケア 

幼児（1歳４か月以上） 
～食べて歯っぴぃ～ 
・昼食の実習、虫歯予防のケア 

みどりの森保育所 
℡５４－０８８０ 

ナマにふれる 

　　　文化事業実行委員会 

（吉田公民館） 

身体的虐待………なぐる、けるなどで身体にけがをさせたり、

苦痛を与えたりする。 

性 的 虐 待………性的行為、性的暴力 

ネグレクト………食事を与えない、衣服をかえない、風呂に

入れないなど不潔なままほったらかしにするなど。 

心理的虐待………「生まれてこなければ良かった」などの言

葉をあびせて、心に傷を負わせるといった心理的いじめ

や子どもの前で配偶者に暴力をふるうなど。 

１１月は児童虐待防止月間です。 

知らずに子どもたちを　　　　　
　　　　　傷つけていませんか？

℡42－2411

虐待の 4つの種類 

　虐待は、子どもに深刻なダメージを与えます。激しい身

体的虐待やネグレクトは、最悪の場合、死をもたらすこと

があるほか、そこまでいたらなくても栄養不足などから重

度の身体障害や発育障害、発達障害を引き起こすことがあ

ります。また、身体的な外傷はなくても、「トラウマ」とい

われる心理的外傷をもたらすことがあります。 

虐待が子どもに及ぼす影響 

　虐待をする親にもそれなりの理由があります。子どもの

育てにくさであったり、親自身が愛されていなかった思い

であったり、夫婦関係の悪さであったり。これらのいくつ

かの要因が重なれば、だれもが虐待を行ってしまう可能性

があり、必ずしも特別な親だけが虐待を行っているわけで

はありません。 

虐待は決して特別なことではない 

　子育ては何事にもまさる大事業です。一生懸命に取り組

んでも思い通りにならないと、自信をなくしてしまうこと

もあるでしょう。そんな時は、社会福祉課へご相談ください。

特効薬はありませんが、心を傾けて聞きます。話すだけで

も楽になることがあります。 

不安を感じたら相談を 

　里親制度とは、親の死亡や病気、また虐待など様々な事

情で、親とともに暮らすことができない子どもたちを、生

みの親にかわって、子どもたちを養育する制度です。広島

県では里親を募集しています。制度に関心がある方、また

里親になることを希望される方は、広島こども家庭センター

℡082 －254 －0381へご連絡ください。 

里親制度をご存知ですか？ 



③ 太もも前面のストレッチ 

　　（左右　各20秒） 

◆ 左手で左足先を持ち、 

　　踵をゆっくりお尻の 
　 ほうへ引き寄せる 

◆ 腰を反らないように 

　　注意する 

①股関節 

　膝・足首の回旋 

　（左右　10回） 

◆ ももの付けね・膝・ 

　　足首を大きく回す 

② ふくらはぎのストレッチ 

　　　（左右　各20秒） 

◆ 足を前後に開き、つま先 

　　をまっすぐ前に向ける 

◆　後足の踵が床から浮かな 
　　いように、体重を前足に 

　　移す 

④太もも後と腰のストレッチ（20秒） 

◆ 足は肩幅に開き、膝 

　　を少し曲げて立つ 

◆ 膝は曲げたまま体を 
　　ゆっくり前に倒して 
　　ストレッチ 

◆ 起き上がる時も膝は 
　　曲げたままゆっくり 

　　起き上がる 

⑤ 体側のストレッチ 

　　（左右　各20秒） 

◆ 右手で左手首を持ち、 

　　右斜め上に引き上げる 

◆ 体重は左足にのせる 

⑥ 胸・肩・腕のストレッチ 

　　　　　　　　（20秒） 

◆ 両手を後で組み、手を 

　　上に持ち上げながら胸 
　を張る 
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予
防
接
種
が
高
齢
者
の
発
病
予
防
や
特
に
重
症
化

の
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
も
６５
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。 

　
接
種
希
望
の
方
は
、
流
行
の
時
期
を
考
え
て
、
よ

り
効
果
的
な
接
種
の
た
め
に
１２
月
中
旬
ま
で
に
予
防

接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

■
対
象
者
　
安
芸
高
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
　
●
６５
歳

以
上
の
方
　
●
６０
歳
か
ら
６４
歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
な
ど
の
機
能
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
で
日
常
生
活
が
著
し

く
制
限
さ
れ
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
に
該
当
す

る
方
。 

■
接
種
場
所
　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
な
ど
（
安

芸
高
田
市
と
委
託
契
約
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
） 

■
接
種
回
数
　
１
回 

■
個
人
負
担
　
１，
０
０
０
円 

　（
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
１，
０
０
０
円
以
上
の
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。） 

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
必
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
と
予
診
票
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

※
接
種
券
を
持
た
ず
に
接
種
を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
と
予
診
票
の
交
付
方

法
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
対
象
者
に
は
住
民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
へ
郵
送
し

て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

　
接
種
は
平
成
１８
年
１１
月
１
日（
水
）か
ら
で
す
。 

　
対
象
者
以
外
の
希
望
者
は
全
額
負
担
す
れ
ば
受
け
ら

れ
ま
す
。 

健 康　いい カラダ 

栄  養  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

│
12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
が
有
効
で
す
。 
予  防  

保
健
医
療
課

☎
42
・
５
６
１
９ 

　
９
月
１５
日（
金
）甲
立
地
域
振
興
会
女
性
部（
菊
地
ミ
チ
子
部
長
）
は
、
寝
た
き
り

防
止
の
健
康
体
操
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
講
師
の
大
背
戸
ま
り
こ
先
生（
日
本
健
康
運
動
指
導
士
会
広
島
県
支
部
理
事
）の
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い
講
話
と
実
技
指
導
に
５０
名
の
参
加
者
は
、
心
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。 

　
実
技
の
後
は
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
語
ら
い
の
ひ
と
時
を
持
ち
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

こ
の
日
の
研
修
で
、
介
護
予
防
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研

修
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
各
地
域
で
実
践
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。 

健
康
体
操
で 

　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た 

│
甲
立
地
域
振
興
会 

運  動  

食のさんぽ道 
レッツ

クッキ
ング！

レッツ
クッキ

ング！

レッツ
クッキ

ング！

一緒に作
ってみよう

！

一緒に作
ってみよう

！

一緒に作
ってみよう

！

　7月 25日に郷野小学校児童を対象に、料理教室を開催しま

した。1年生から6年生まで27人、保護者や先生方の参加も

あり、3つのグループにわかれて、「おにぎり」「ぎょうざ」「あ

んにんどうふ」「さきさきサラダ」「かきたまスープ」を作りま

した。 

　三角おむすびのはずが丸になったり、ぎょうざの具が余って

肉団子になったり…。みんなで心を込めて作った料理はどれも

おいしく、普段は少食の子も、自分が作ったものや、友達の作

った料理はおいしそうに食べていました。 

　子どもの食事づくりやお手伝いは、生活技術を高めるばかり

ではなく、マナーや習慣を覚え、家族のコミュニケーションを

はかるいいチャンスです。料理や買い物など食事の準備を体験

させながら、子どものできることを増やしていきましょう。 

【材料】　 
豚ひき肉・・・１２０グラム　　　　　ニラ・・・・・・４０グラム 
キャベツ・・・１５０グラム（ゆでる）塩・・・・・・・２グラム 
ニンニク・・・１５グラム　　　　　　酒・・・・・・・小さじ２ 
しょう油・・・小さじ１　　　　　　ぎょうざの皮・・ 20枚 
ごま油・・・・小さじ１　　　　　　あじぽん・・・・好みで　 
〈つけあわせ〉　　　 
ほうれん草・・・１束（食べやすい大きさに切ってゆでる） 
プチトマト・・・８個（へたをとって洗う） 

【作り方】　 
①ゆでたキャベツを細かく切りしぼる。ニラは細かく切る。ニンニクはみ
じん切りにする。 

②ボールに豚ひき肉を入れて、塩・しょう油・酒を加えて混ぜる。ねばり
がでるまで混ぜたら①の野菜とごま油を加えて混ぜる。これを20個に
分ける。 

③ぎょうざの皮に②をのせてふちに指で水をつけて皮を張り合わせる。 
④なべにお湯をわかして、③を入れてゆでる。 
⑤ゆで上がったら、器に盛り付ける。 
ゆでたほうれん草とプチトマトをそえる。できあがり♪ 
好みであじぽんをつけて食べる。 

ぎょうざ〈4人分〉 
♪野菜を細かくきざんで、ひき肉と混ぜ合わせてぎょうざの皮で包みます♪ 

安芸高田市食生活改善推進協議会 

断 酒 会 
広島断酒ふたば会　中村忠　℡４３－１６０５ 

 

■と　き　１１月１０日（金）・２４日（金）例会 

　　　　　午後７時～９時 

■ところ　吉田人権会館 

※詳しい内容は、お問い合わせください。 

健康あれこれ 

たかみや湯の森　 
温水ウォーキングプール 
健康教室 

保健医療課　℡４２－５６１９ 

 

　腰や膝に無理な負担をかけることなく歩

くことができ、普段使わない筋肉の回復や

維持・増進、肩こりや腰痛、膝痛などの軽

減や予防を図れます。 

■対象・とき 

《八千代地域の方》１２月１８日～２月５日

の毎週月曜日　午前１０時～１１時 

【申込先】保健医療課または八千代支所市

民生活課　℡５２－２１１３ 　申込期限１１

月１７日まで 

■ところ　たかみや湯の森 

　　　　　温水ウォーキングプール 

　※希望者は無料で送迎 

■定員　１７名（定員になり次第締切。なお、

定員に余裕があれば対象地域以外からも

参加可。） 

■料金　１,８００円 

※温水プール使用料１回につき４００円は

別料金。 

おうちでやろう① ストレッチ 

健康づくり講演会 保健医療課　☎４２－５６１９ 
　がんは、最大の死亡原因であり、総死亡の約3割を占

めています。しかし、早期発見により治る率も高くなっ

てきています。また、日常生活に気をつければある程度

がんを防ぐことが可能といわれています。 

　がん予防についての講演会を次のように開催します。

この機会にがん予防について考えてみませんか。 

 
■と　き　11月22日（水）13:30～15:00 

■ところ　甲田若者定住センター　ミューズ 

■演　題　がん予防について 

■講　師　上池　渉　先生（独立行政法人国立病院機構

呉医療センター・中国がんセンター副院長） 

めざそう！ 健康への道 

　　　　第3回「健康あきたかた２１」計画策定委員会 
　１０月１２日、第３回目となる「健康あきたかた２１」計画策定

委員会が開催されました。 

　今回は、３つの部会に別れ、安芸高田市の健康課題について、

何が必要か、具体的な行動策は何かを考え、それを実行するため

に、個人、家庭、地域、行政などの役割分担を決めました。 

　次回は、それぞれの分野ごとに、具体的な目標値を定めます。 

〈３つの部会〉　○食生活・歯部会　　　○運動会部会 

　　　　　　　○医療・健診・心の健康・たばこ・アルコール部会 
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あきたかたトピックス 

市 政 の 動 き 

あきたかたトピックス 

市 政 の 動 き 

救
　
　
急 

安
芸
高
田
消
防
署
北
部
分
駐
署 

平
成
１９
年
４
月
か
ら
運
用
開
始
。 

体
制
充
実
に
向
け
て 

救
急
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。 

　「
救
急
車
到
着
ま
で
に
３０
分
以
上
か
か

っ
て
い
た
地
域
の
時
間
短
縮
を
」
と
い
う

要
望
に
対
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

安
芸
高
田
消
防
署
北
部
分
駐
署
。
平
成
１９

年
４
月
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
施

設
の
整
備
や
新
し
い
高
規
格
救
急
車
の
整

備
な
ど
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
救

急
車
出
動
に
必
要
な
３
名
の
う
ち
１
名
は
、

非
常
勤
特
別
職
の
救
急
補
助
員
に
よ
り
人

員
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

消
防
本
部
で
は
救
急
補
助
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

救
急
補
助
員
　
募
集 

■
募
集
人
数
　
４
〜
５
名 

■
業
務
内
容
　
救
急
に
関
す
る
業
務 

■
勤
務
場
所
　
安
芸
高
田
消
防
署
と
安
芸

高
田
消
防
署
北
部
分
駐
所 

■
勤
務
形
態
　
週
５
日
勤
務
（
月
〜
金
曜

日
）
原
則
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
４５

分 

（
休
憩
４５
分
） 

　
人
数
に
よ
り
勤
務
形
態
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

■
報
酬
額
等
　
報
酬
月
額
　
２０
万
円 

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
。
年
次
有
給
休
暇
・

特
別
休
暇
あ
り
。
交
通
費
、
各
種
手
当

等
な
し
。 

■
選
考
方
法
　
面
接
・
適
性
検
査 

　
日
時
な
ど
は
連
絡
し
ま
す
。 

■
応
募
資
格
　
５５
歳
か
ら
６２
歳
（
平
成
１８

年
度
中
）
で
、
消
防
吏
員
の
履
歴
を
有

す
る
者
（
受
験
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
） 

■
申
込
締
切
　
採
用
人
員
が
５
名
に
な
り

次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

■
そ
の
他  

①
受
験
申
込
書
は
、
消
防
本
部
で
受
け
取

る
ほ
か
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。  

②
救
急
補
助
員
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
消

防
本
部
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
℡
４２
│
０
９
３
１ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　
　http://w

w
w
.akitakata.jp/119/ 

芸 　 術 

安芸高田市は「飲酒運転追放 
宣言」を行いました。 

市民ギャラリー向原オープン記念 
和高節二寄贈作品特別展 

交 通 安 全 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の 

取
り
組
み
の
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す 

　
各
地
域
振
興
組
織
の
取
り
組
み
や
抱
え

て
い
る
課
題
を
各
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
３０

名
の
委
員
に
よ
っ
て
情
報
交
換
を
行
い
、

課
題
の
解
決
に
向
け
て
住
民
と
行
政
の
役

割
を
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
住
民
の
声
と

し
て
提
言
や
提
案
を
行
い
、
市
へ
の
施
策

に
反
映
さ
せ
て
い
く
機
関
で
あ
る
「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」。
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で

３
回
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
並
行
し
て

「
地
域
福
祉
」、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」「
市
民
活
動
保
険
」、「
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
専
門
的
に
協
議
を

行
う
４
つ
の
小
委
員
会
も
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
度
、「
市
民
活
動
に
従
事
す
る
人

を
傷
害
保
険
の
対
象
と
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
の
話
題
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
市

民
活
動
保
険
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
か
ら
市
へ
提
案
さ
れ
、
本
年
度

か
ら
市
の
施
策
と
し
て
具
体
化
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
「
地
域
福

祉
」
と
「
安
全
・
安
心
」
の
取
り

組
み
は
、
各
振
興
会
で
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か

を
そ
れ
ぞ
れ
の
小
委
員
会
で
情
報

を
集
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事

例
を
共
有
し
、
活
動
を
通
じ
た
課

題
に
つ
い
て
、
行
政
へ
の
提
言
と

と
も
に
そ
の
中
で
出
た
課
題
に
つ

い
て
自
分
た
ち
で
取
り
組
め
る
解

決
策
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

活
動
を
高
め
て
い
く
た
め
、
さ
ら

な
る
情
報
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。 

　飲酒運転が原因による、交通事故はいまだに後を絶たず、
一般市民が犠牲になり尊い命を落とすといった惨劇が続
いている現状を認識し、当市としても、飲酒運転は絶対
しないという強い意識を持ち、安全で安心して暮らせる
交通環境づくりを推進することを目的とし、この度「飲
酒運転追放宣言」を行いました。 
 

飲酒運転追放宣言 
　飲酒運転による交通事故は依然として後を絶たず、多

くの尊い命が失われています。重大事故に直結する悪質・

危険な飲酒運転を永久に追放し、安全で安心して暮らせ

る交通社会を確立するために、私たちは次のことを実践

します。 

①酒を飲んだら絶対車を運転しない。 

②酒を飲む席に車を運転していかない。 

③車を運転する人に酒をすすめない。 

以上を宣言します。 

平成１８年９月２１日　　　　　　　 

安芸高田市長　児玉　更太郎 

　和高節二が、向原の
地に生誕してから約
１１０有余年。彼がこ
よなく愛したこの郷
に、市民ギャラリーを
開設することになり
ました。皆さんに愛さ

れ親しまれる場として、一緒に育んでいくことができれ
ばと願っております。 
　オープンに際して和高節二寄贈作品特別展を開催いた
します。和高節二の世界の一端にふれてみてください。 
■と　き　平成１８年１１月３日～平成１９年１月２８日 

　　　　　午前１０時から午後４時開館 

■ところ　市民ギャラリー向原（向原支所３階） 

■料　金　入場無料 

※１１月２６日までは毎日開館。それ以降は金・土・日と

祝日に毎週開館。 

※年末年始は１２月２９日から１月４日まで休館。 

※お問い合わせは向原教育分室℡４６－３１２１ 

広 　 報 

まちづくり講演会　　 
人口減少時代のまちづくり 
～ 安心な暮らしのためにできることは ～ 

広報あきたかた 
　　　全国広報コンクール 
１枚写真の部で１席に入賞 

協働のまちづくり 

自治振興課　☎４２－５６１７ 

■と　き　１１月１１日（土曜日） 

　　　　　午後１時３０分～ 

■ところ　田園パラッツォ（高宮支所となり） 

■講　師　小川全夫 氏（山口県立大学大学院教授） 

■演　題　「安芸高田市に暮らす法」 

　過疎・高齢化、担い手不足など地域を取り巻く環境は

厳しさを増していますが、安芸高田市に住み続け、安心

な暮らしを作り上げるための手法を一緒に考えましょう。 

　財団法人日本広報協会が主催する全国広報コンクール
表彰式が岡山県倉敷市で開催され、１枚写真の部におい
て広報あきたかたが入賞しました。 
　入賞したのは平成１７年の広報あきたかた１２月号
（No.２２）。最優秀賞に次ぐ１席の評価をいただきました。
審査員からは、「介護問題をテーマに元気な老夫婦の生
活をポジティブに取り上げている。周りの雰囲気を生か
している」、「黙っていても伝わってくるものがあり、写
真に物語性や意味性を感じた」などの評価をいただきま
した。これを励みとして、市民の皆さんにより身近な広
報制作に取り組んでいきます。 

小川全夫氏プロフィール 
 

1943 年生まれ。山口県立大学大

学院教授。 

「健康福祉学・地域社会計画論」 

国土審議会計画部会自立地域社会

専門委員会委員、過疎対策室研究

会委員、国土交通省地域振興アド

バイザーなど 

お　がわ たけ　お 

お　がわ　たけ　お 

　１０月４日に開催された委員会では、増元副市長から市政の進捗状

況の説明が行われた。委員たちは各連合組織へと持ち帰り、各振興

組織へと情報をつなぐ。 
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第
３
回
　
安
芸
高
田
市 

自
衛
消
防
隊
消
防
競
技
大
会 

安
芸
高
田 

　消
防 

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署 
TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１ 

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

火　災 

救　急 

救　助 

その他 

安芸高田消防署 

9月 の出動件数 
１件 

１１７件 

１０件 

１３件 

※下段の（　）は 
　平成18年の累計 

（２０件） 

（９９９件） 

（２７件） 

（４７件） 

　
１１
月
９
日
か
ら
１１
月
１５
日
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。 

　
昨
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が

全
国
で
１，
２
２
３
人
（
前
年
比
１
８

５
人
増
）
に
急
増
し
、
過
去
最
悪
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
放
火
に
よ
る
火
災

も
全
国
で
平
成
９
年
以
来
連
続
の
出
火

原
因
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
、
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

※
住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
も

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
１０
月
６
日（
金
）安
芸
高
田
消
防
へ
リ

ポ
ー
ト
で
、
第
３
回
安
芸
高
田
市
自
衛

消
防
競
技
大

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
所
と
自

主
防
災
組
織

か
ら
４５
チ
ー

ム
が
参
加
し
、

初
期
消
火
技

術
を
競
い
ま

し
た
。 

平
成
18
年
度 

後
期
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習 

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け

て
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
を
行
う
者
は
、

一
定
期
間
内
に
保
安
に
関
す
る
講
習
を

受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

■
受
付
期
間 

　
１１
月
１３
日（
月
）〜
１１
月
２４
日（
金
） 

■
受
付
場
所 

消
防
本
部
又
は
（社）
広
島
県
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会 

各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
消
火
器
男
子
の
部 

優
　
勝
　
湧
永
製
薬
株
式
会
社
広
島

事
業
所 

準
優
勝
　
安
芸
高
田
市
向
原
支
所 

第
３
位
　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
株
式

会
社 

■
消
火
器
女
子
の
部 

優
　
勝
　
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
甲
田
支
所 

準
優
勝
　
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
甲
田
支
所 

第
３
位
　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ポ
ー
株
式

会
社 

■
屋
内
消
火
栓
の
部 

優
　
勝
　
湧
永
製
薬
株
式
会
社
広
島

事
業
所 

準
優
勝
　
株
式
会
社
神
楽
門
前
湯
治

村 

第
３
位
　
南
条
装
備
工
業
㈱
八
千
代

工
場 

消火状況 各部門で優勝された皆さん 

催
し
物 ■市役所本庁 

℡.42-2111㈹ 
（総務部、市民部、 
福祉保健部） 

■市役所第1分庁舎 
℡.42-5612 
（自治振興部） 
℡.47-4022 
（産業振興部） 

■市役所第2分庁舎 
℡.47-1201㈹ 
（建設部） 

■市役所第3分庁舎 
℡.42-0049㈹ 
（教育委員会） 

■消防本部 
℡.42-0931㈹ 

■八千代支所 
℡.52-2111㈹ 

■美土里支所 
℡.54-0311㈹ 

■高宮支所 
℡.57-0311㈹ 

■甲田支所 
℡.45-4111㈹ 

■向原支所 
℡.46-3111㈹ 

お役立ち 
情報 

第
20
回
　向
原
き
て
み
ん
祭 

■
と
き
　
11
月
５
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
11
時
〜 

■
と
こ
ろ
　
安
芸
高
田
市
向
原
支

所
〜
Ｊ
Ｒ
向
原
駅
周
辺 

　
向
原
支
所
前
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
各
種
団
体
に
よ
る
舞
台

発
表
や
催
し
物
が
、
ま
た
ス
テ
ー

ジ
周
辺
に
は
多
く
の
屋
台
や
食
べ

物
コ
ー
ナ
ー
が
出
店
さ
れ
ま
す
。 

向
原
支
所
地
域
振
興
課 

46
・
3
1
1
2

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園 42

・
1
6
0
0

1
6
0
0
　
 

42
・
1
6
0
0
　
 

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
 11
月
の
行
事
 

３
日
（
金
）
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
広
島
県
大
会 

５
日
（
日
）
太
郎
丸
自
治
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

12
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

■「
四
季
の
里
写
友
会
」
写
真
展 

　
10
月
27
日（
金
）〜
11
月
６
日（
月
） 

　
美
術
館
公
開
講
座
か
ら
発
展

し
た
写
真
教
室
生
徒
の
力
作 

■
広
島
市
立
大
学
学
生
作
品
展 

　
11
月
10
日（
金
）〜
20
日（
月
） 

　
日
本
画
を
中
心
に
、
芸
術
家

の
卵
た
ち
の
作
品
を
展
示 

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
毎
週
火
曜
日
休
館
） 

※
入
場
料
　
無
料 

八
千
代
の
丘
美
術
館 

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展 

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代 

の
丘
美
術
館 

52
・
3
0
5
0

54
・
0
3
6
8

『
消
さ
な
い
で
　 

あ
な
た
の
心
の
　注
意
の
火
。』 

 

平
成
１８
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

後期保安講習日程（近隣分） 

講　習　日 

（平成19年） 

1月10日(水) 

1月11日(木) 

1月16日(火) 

1月31日(水)

場　所 

広島市 

広島市 

三次市 

広島市 

講習時間及び講習種別 

9：10～12：10

給油取扱所 

その他 

給油取扱所 

給油取扱所 

13：10～16：10

その他 

給油取扱所 

その他 

その他 

ふ
れ
あ
い
の
家
た
ん
ぽ
ぽ 

で
あ
い
、ふ
れ
あ
い
、ゆ
め
づ
く
り
。 

第
１
回「
た
ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り
」 

■
と
き
　
11
月
19
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

■
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
家
た
ん

ぽ
ぽ
（
美
土
里
町
横
田
） 

■
内
容
　
○
ス
テ
ー
ジ
　
感
謝
状

の
贈
呈
（
ア
ル
ミ
缶
回
収
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
へ
）
、
バ
ン
ド

演
奏
、
踊
り
、
利
用
者
の
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

○
た
ん
ぽ
ぽ
の
事
業
・
作
業
の
紹

介
と
展
示 

○
バ
ザ
ー
　
う
ど
ん
・
む
す
び
・

揚
げ
い
も
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
自
主

製
品
な
ど 

募
　
集 

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所 

平
成
１８
年
度
自
衛
官
募
集
 

（
0
8
2
）8
1
5
・
3
9
8
0

■
貸
費
学
生（
技
術
） 

資
格
▼
大
学
の
理
学
部･

工
学
部

の
３
・
４
年
次
又
は
大
学
院
修

士
課
程
在
学
（
卒
業
し
た
年
の

４
月
１
日
現
在
26
歳
未
満
（
大

学
院
修
士
課
程
は
28
歳
未
満
）） 

試
験
▼
一
次
　
平
成
19
年
２
月

４
日 

■
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
） 

資
格
▼
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

●
受
付 

12
月
１
日
か
ら
19
年
１

月
19
日
ま
で
（
２
等
陸
・
海
・

空
士（
男
子
）は
年
間
を
通
じ
て

募
集
） 

　
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や

要
項
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
下
さ
い
。 

サンフレッチェ広島 
ユース 

※練習時間は午後4時～7時。       
※練習予定は変更になる場合が
あります。吉田サッカー公園
にご確認ください。 
（吉田サッカー公園℡42－1600） 

日 月 火 水 木 金 土 

 

５ 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

11月　試合・練習予定 

は吉田サッカー公園 

は吉田運動公園 

試 合（吉田会場分） 

3日午後2時～　 

　　　　対　ガンバ大阪ユース 

■と　き　１１月１９日（日）　午後１時３０分～ 

■ところ　美土里生涯学習センターまなび 

■講　師　坂上二郎氏 

■入場料　前売券５００円　当日券７００円 

■チケット販売所　吉田公民館・八千代の丘美術館・田園パラッツォ・

向原公民館・美土里生涯学習センターまなび・甲田若者定住セン

ターミューズ 

■講師プロフィール 

　１９３４年鹿児島県生まれ。歌手を目指し上京。

その後、島倉千代子ショーの専属司会者など

を経る。１９６６年萩本欽一とコンビを組み、「コ

ント５５号」を結成。以来、独自の活動の場

をもち、テレビドラマ、映画、コマーシャル

などの出演で新境地を開く。 

（主な出演）カックラキン大放送、風の中のあ

いつ、やっぱりコント５５号 

第２回安芸高田市文化講演会

「二郎さんのちょっといい話」
美土里教育分室　☎５９－２１２０ 

練 習 



25 24

お
し
ゃ
べ
り
に
。サ
ー
ク
ル
活

動
に
。利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

遊
友
サ
ロ
ン 

　
皆
さ
ん
、
遊
友
サ
ロ
ン
を
ご
存

知
で
す
か
？
現
在
、
こ
の
遊
友
サ

ロ
ン
は
、
囲
碁
同
好
会
、
生
け
花

教
室
、
近
代
化
グ
ル
ー
プ
（
野
菜

づ
く
り
グ
ル
ー
プ
）
な
ど
の
活
動

の
場
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
だ
れ

で
も
立
ち
寄
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
種
サ
ー
ク
ル
の
活
動
場
所
と

し
て
、
地
域
の
各
種
会
合
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
病
院
や
お
買
い
物

の
休
憩
場
所
と
し
て
、
こ
の
遊
友

サ
ロ
ン
を
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
（
サ
ー
ク
ル
で
の

利
用
は
予
約
が
必
要
で
す
。） 

　
ま
た
毎
週
火
曜
日
の
朝
10
時
か

ら
は
野
菜
市
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。 

■
開
館
　
月
曜
〜
金
曜
　 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

■
と
こ
ろ
　
吉
田
商
店
街
三
丁
目 

　
元
西
幸
店
舗 

■
設
備
　
エ
ア
コ
ン
完
備
、
12
畳

の
畳
の
間
、
応
接
セ
ッ
ト
、
ト

イ
レ
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
カ

ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
な
ど
。 

※
Ｉ
Ｔ（
ア
イ
テ
ィ
）サ
ロ
ン
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
も
決
定
し
ま
し
た
。 

吉
田
町
商
工
会 

42
・
0
5
0
7

■対 象 者　市民および安芸高田市勤務者　■１講 座　８時間（１回２時間　計４日間） 

■受 講 料　１講座２,０００円（税込）　テキスト７００円（税込・希望者のみ） 

■受付期間　開講１週間前まで受付。申込順に受付し、各講座とも定員になり次第締め切ります。 

■申込方法　開催地域の教育分室へご連絡ください。FAXなどの場合は、『名前・住所・性別・年齢・電話番号・

講座名・開催町名・テキスト（購入・不要）』をご記入ください。 

■そ の 他　受講料は各講座第1回目に徴収します。１人何講座でも受講できます。 

パソコン講座　受講者募集 ～パソコンの基本操作を習得しましょう。～ 

・高宮教育分室　TEL 57-1803 　FAX 57-1804 ・向原教育分室　TEL 46-3121 　FAX 46-7167 

《申込み・お問合せ先》受付時間9：00～17：00（土・日・祝日除く） 

教室の内容（１回目）概要を学び接続をします。（２回目）ホームページの閲覧をします。（３回目）Eメールの送受信を

します。（４回目）復習をします。 

【インターネットの基本】　　─パソコンの基本操作ができる方が対象です─ 
 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

■
11
月
か
ら
始
ま
る
講
座 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス（
昼
）・
シ
ニ
ア
コ
ー
ス（
昼
）・

デ
ジ
カ
メ
画
像
処
理
・
は
が
き

作
成
コ
ー
ス
・
弥
生
会
計
コ
ー
ス
・

経
営
者
研
修
・
機
械
保
全
技
能

士
養
成
講
座（
２
級
） 

■
委
託
訓
練
　
果
樹
剪
定
講
習 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
り
。 

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講

料
な
ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。） 

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集 

（
0
8
2
4

0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

8
5
0
0

（
0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

保
健
と
福
祉 

11
月
３
日
（
祝
） 

え
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
吉
田
町
） 

　【
内
科
・
外
科
】℡
47-

０
１
１
１ 

11
月
５
日
（
日
） 

中
村
医
院
（
向
原
町
） 

【
内
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

５
５
８
８ 

11
月
12
日
（
日
） 

や
ま
ね
八
千
代
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
八
千
代
町
） 

【
内
科
】
℡
52-

７
１
１
０ 

11
月
19
日
（
日
） 

児
玉
医
院
（
八
千
代
町
） 

【
内
科
】
℡
52-

２
５
１
１ 

11
月
23
日
（
祝
） 

横
田
診
療
所
（
美
土
里
町
） 

【
内
科
】
℡
54-

０
６
９
９ 

11
月
26
日
（
日
） 

徳
永
医
院
（
甲
田
町
） 

【
外
科
】
℡
45-
２
０
３
２ 

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応 

高
田
地
区
休
日
夜
間
救
急
診
療
所 

〔
吉
田
総
合
病
院
〕（
吉
田
町
） 

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

教　室　名 １ 回 目 ２ 回 目 ３ 回 目 ４ 回 目 場　　　　所 時　　間 人　　数 

高宮コース１ 

高宮コース２ 

向原コース 

12月12日 

 
12月18日 

12月13日 

 
12月19日 

12月14日 

 
12月21日 

12月15日 

 
12月22日 

高宮人権会館 

 
向原公民館 

14：00～ 

19：00～ 

19：00～ 

15人 

15人 

10人 

教室の内容（１回目）インターネットの基本操作を復習します。（２回目）メール操作を学びます。（３回目）ウィルス

対策を学びます。（４回目）セキュリティを学びます。 

【インターネットの応用】　　─パソコンの基本操作ができる方が対象です─ 
 

向原コース 12月11日 12月12日 12月14日 12月15日 向原公民館 19：00～ 

 

10人 

【開�設�講�座�一�覧　〜受講したい講座と会場をお選び下さい〜】

休
日
・
夜
間
当
番
医 

《
休
日
》

休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

1 1月の相談
安全　安全相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／安全推進室職員

■ところ・問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
消費生活　消費生活相談 

■とき／毎週水曜日9：00～16：00■相談員／消費生活相談員

■ところ・問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
子育て　家庭児童相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／家庭児童相談員

■ところ・問い合わせ／社会福祉課　℡42－5615 

 
くらし・心配ごと　心配ごと相談・行政相談・人権相談 
【吉田会場】■とき／2日（木）・16日（木）10：00～15：00■相談

員／民生児童委員・行政相談委員・人権相談員・人権擁護委員■

ところ・問い合わせ／吉田人権会館　℡42－2826 

【高宮会場】■とき／7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）・

18：00～20：00■相談員／民生児童委員・行政相談委員・社協高

宮支所長・人権相談員・人権擁護委員・行政職員■ところ・問い

合わせ／たかみや人権会館　℡57－1330 

【甲田会場】■とき／13日（月）・27日（月）13：30～15：30■相談

員／行政相談委員（13日）・人権擁護委員（27日）・民生児童委員

■ところ・問い合わせ／ふれあいセンターこうだ相談室　℡45

－4939 

 
行　政　行政相談 
【美土里会場】■とき／16日（木）9：00～12：00■相談員／行政

相談委員■ところ／北生公民館 

【向原会場】■とき／14日（火）9：00～11：00■相談員／行政相

談委員■ところ／向原若者センター 

【八千代会場】■とき／20日（月）13：00～15：00■相談員／行

政相談委員■ところ／八千代保健センター 

※吉田・高宮・甲田地区の行政相談は、くらし・心配ごと相談に

含まれます。 

 
ひきこもり　事前連絡必要・予約制・秘密厳守 

■とき／22日（水）13：30～15：30■ところ・問い合わせ／芸北

地域保健所保健課　℡（082）814－3181 

 

女　性　全国一斉女性の人権ホットライン強化週間 

■全国共通専用電話℡（0570）070－810■期間／11月13

日（月）～19日（日）8：30～19：30（土・日は10：00～17：00）

■相談員／女性の人権擁護委員・法務局・地方法務局の女

性職員 

　職場等における男女差別やセクシュアル･ハラスメント、

夫やパートナーからの暴力、ストーカーなど女性に対する

あらゆる人権侵害の相談を受け付けています。秘密は厳守

します。 

犬・猫の引き取り
市民生活課　☎42－5616または各支所市民生活課 

9：30／市役所本庁　10：00／向原支所 

9：00／高宮支所 

9：30／来原コミュニティセンター 

10：00／美土里支所 

10：50／八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター 

11：35／甲田支所 

9：30／市役所本庁　10：00／向原支所 

11月 1日（水） 

11月 9日（木） 

 

 

 

 

11月15日（水） 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
場
合
は
、
今
年
１
年
間
に
納

付（
納
付
見
込
み
を
含
む
）し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）が
、
社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。 

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の

手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書

や
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。 

税
務
課 

42
・
5
6
1
4

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
 

損
害
保
険
料
控
除
が
地
震

保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す
 

環
境
と
生
活 

広
島
県
芸
北
地
域
保
健
所

広
島
県
芸
北
地
域
保
健
所 

広
島
県
芸
北
地
域
保
健
所 

　
が
ん
に
よ
る
身
体
的
・
精
神
的

な
痛
み
を
和
ら
げ
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
終
末
期
を
迎
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。 

■
と
き
　
11
月
18
日（
土
） 

　
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
５
時 

■
と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
千

代
田
地
域
本
部
３
階
講
堂
（
北

広
島
町
有
田
） 

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
東
條
環
樹
さ

ん
（
北
広
島
町
雄
鹿
原
診
療
所

所
長
）
、
竹
本
克
晃
さ
ん
（
竹
本

外
科
胃
腸
科
医
院
院
長
）、武
澤

厳
さ
ん
（
安
芸
太
田
町
加
計
病

院
院
長
）、広
島
県
緩
和
ケ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
ほ
か 

■
参
加
費
　
無
料 

■
申
込
　
前
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま

た
は
電
話
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
〒
７
３
１
│

０
２
２
１
　
広
島
市

安
佐
北
区
可
部
四
丁
目
12
│

１ 

在
宅
緩
和
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

内
線
　
3
2
7

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査 

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

芸
北
地
域
保
健
所 

（
0
8
2
4
）62
・
3
1
0
7

三
次
社
会
保
険
事
務
所 

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
21
日（
火
）

午
前
９
時
〜
11
時
　
芸
北
地
域

保
健
所（
要
電
話
予
約
） 

■
料
金
　
無
料
（
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
） 

お
知
ら
せ 

　
平
成
19
年
分
以
後
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
20
年
度
分
以
後
の
住
民

税
か
ら
は
、「
損
害
保
険
料
控
除
」

が
「
地
震
保
険
料
控
除
」
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
新
制
度
は
、
地

震
保
険
料
の
全
額
（
住
民
税
で
は

支
払
保
険
料
の
１
／
２
）
を
控
除

す
る
も
の
で
、
最
高
５
万
円
（
住

民
税
で
は
２
万
５
千
円
）
の
控
除

が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

に
伴
い
、
従
来
の
損
害
保
険
料
控

除
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
18
年
末
ま
で
に
契
約
済

み
の
長
期
損
害
保
険
は
、
平
成

19
年
分
以
後
も
従
来
の
損
害
保
険

料
控
除
相
当
額
が
控
除
で
き
ま
す

が
、
そ
の
場
合
は
地
震
保
険
料
控

除
の
最
高
限
度
額
が
そ
の
分
減
額

さ
れ
ま
す
。 

お役立ち 
情報 



27 26

　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。 

平
成
１９
・
２０
年
度
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
を
は
じ
め
ま
す
 

お役立ち 
情報 

（ 　）の数値は前年同月数値。 

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
入

札
参
加
資
格
の
申
請
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
入
札
参
加
資
格
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て
下

さ
い
。 

■
書
面
に
よ
る
申
請 

○
受
付
期
間 

11
月
20
日
（
月
）
〜
12
月
１
日

（
金
）〔
土
日
祝
日
は
除
く
〕 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

○
受
付
場
所 

　
市
役
所
本
庁
舎 

別
棟
会
議
室 

○
提
出
方
法
　
持
参
の
み 

（
郵
送
不
可
） 

■
電
子
申
請 

　
電
子
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
島
県
市
町

村
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会
の
電

子
入
札
運
営
部
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
の
う
え
、
「
電
子
入
札

等
シ
ス
テ
ム
」
の
利
用
者
登
録
な

ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
ア
ド
レ
ス
】 

http://chotatsu.pref. 

hiroshim
a.jp/nyusatsu/index.htm

l 

○
受
付
け
期
間 

11
月
８
日（
水
）〜
17
日（
金
）　 

〔
土
日
祝
日
は
除
く
〕 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
申
請
方
法 

「
電
子
入
札
等
シ
ス
テ
ム
」
に

定
め
る
様
式
に
入
力
し
、
必
要

な
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て

送
信
し
ま
す
。
別
途
指
定
さ
れ

た
添
付
書
類
な
ど
は
、
安
芸
高

田
市
総
務
部
財
政
課
に
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
い
申
請
手
続
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

財
政
課（
監
理
係
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
請
に
必
要
な
様
式
等
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

（http://w
w
w
.akitakata.jp/

） 

１１月の納税  

納期限：11月30日 

市の人口  

平成１８年１０月１日　現在 

総人口 

男 

女 

世帯数 

国民健康保険税 

6期 

３３,４１７人　 

１６,０７２人　 

１７,３４５人　 

１３,１７３世帯 

財
政
課 

42
・
5
6
2
3

図書館からのお知らせとおすすめの本 

かつて地上を支配していた恐竜たち。最初の恐竜
のヘレラサウルスの頭部から、手のひらにのるぐ
らいの哺乳類の祖先プルガトリウスまで、大迫力
の実物大イラストがギッシリ！巨大な恐竜に遭遇
する感覚が味わえる一冊です。 

浅見帆帆子／著（幻冬舎） 

★田園パラッツォ図書館 

あさ　み　ほ　ほ　こ 

★甲田図書館 

【移動図書】11月16日（木）北・生桑地
区　11月30日（木）横田・本郷地区 

ロビン・シャーマ／著（海竜社） 

デヴィッド・ベルゲン／著（小峰書店） 

【おはなし会】11月16日（木）午前10時
30分～午前11時 吉田公民館２階和室 

【移動図書】11月16
日（木）佐々部・川根地区　11月17日（金）船木・佐々部（信
木）・羽佐竹・来女木地区【おはなしタイム】11月11日（土）
午後2時～田園パラッツォ 

★八千代図書館 
 

夢や希望も、心から思っていれば必ず実現します。
「今の自分にはとても無理…」と思える大それた
ことでも、ずっと思い描いていれば必ず実現する
のです。 

人生の質を高める意識革命！あなたを変えるため
に役立つ１０１の英知をまとめてあります。ビジネ
スだけでなく、最上の生き方論としても価値ある
本です。 

『3週間続ければ一生が変わる』 

群ようこ／著（朝日新聞社） 
むれ 

人それぞれの更年期。ストレスの種は尽きないけ
れど、無理はしたくない。健康の維持回復のため
の小さな工夫の数々を教えます。体調不良･心の不
調と気長にのんびりつきあう日常をつづったエッ
セイ集。 

『ぬるい生活』 

市川拓司／著（小学館） 
いちかわたく　じ 

届いた絵葉書に記されていた最後の一文は、「世界
中で誰よりもあなたのことが好き」でした…。平
成１５年に公開された映画『恋愛寫眞 Collage of 
Our Life』の脚本をもとにして執筆され、平成１８
年１０月末公開の映画『ただ、君を愛してる』の原
作にもなった、切ない恋物語。 

『恋愛寫眞　～もうひとつの物語～』 

森あるか／著（文芸社） 
もり 

大事に大事に育てた長男から、突然の“結婚したい”
の連絡。しかも相手は、“年上”・“バツイチ”・“二
人の子持ち”・しかも“妊娠中”!!　定年退職した
夫と年金暮らしの妻の夫婦の戸惑いと決断を団塊
世代の主婦が描いた『人生いろいろ大賞』受賞作
です。 

『実物大恐竜図鑑』 

★美土里図書館 

『大丈夫！うまくいくから 
　　　　　　　　感謝がすべてを解決する』 

およろこび 

地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別 

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳 

（敬称略） 

女 

女

女

女 

女 

女 

男 

男 

女

女 

女 

女 

吉 田 町  

 

 

 

八千代町 

 

 

美土里町 

 

甲 田 町  

　 

向 原 町  

武岡　節子 

吉川　正敏 

土肥　清子 

山下スキヱ 

水重　克己 

黒川　一江 

中村アヤコ 

島田　光子 

向井登美惠 

浅枝　勝登 

中川ミツヱ 

日名貞　巧 

大　　美子 

坂井原貞美 

小笠原義郎 

住田　治郎 

竹内ミサコ 

源治シズコ 

　橋　　忠 

原重　　弘 

谷岡富士江 

米村千代子 

住田　逸二 

中井コイト 

福田コヨ子 

古門ユキエ 

名川　律夫 

本家トシコ 

84 

62 

68 

99 

81 

84 

93 

86 

50 

51 

84 

81 

89 

73 

88 

93 

87 

87 

70 

79 

91 

74 

69 

97 

99 

79 

69 

90

吉 田 町  

 

 

 

 

 

八千代町 

 

 

 

 

美土里町 

高 宮 町  

 

 

 

 

 

甲 田 町  

 

 

 

 

 

向 原 町  

（敬称略） 

おくやみ  

石川　乃愛 

菊池　夢乃 

和木坂璃歩 

木村　実優 

上妻　真鈴 

井木　茜里 

登立　健心 

近永　愛斗 

境江　美柚 

　橋　佑果 

川本　莉子 

原田　愛子 

の　あ  

ゆ　の  

り　ほ  

みひろ  

まりん  

あかり  

けんしん 

まなと  

み　ゆ  

ゆうか  

り　こ  

あいこ  

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
 

法
テ
ラ
ス
 

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法

テ
ラ
ス
」は
、法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
機
関
で
す
。 

■
サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

■
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役
立

つ
情
報
の
無
料
提
供 

■
資
力
の
乏
し
い
方
の
無
料
相
談

や
裁
判
費
用
な
ど
の
立
て
替
え 

■
弁
護
士
が
い
な
い
な
ど
法
律
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
難
し

い
地
域
で
の
適
切
な
料
金
で
の

法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

■
被
害
者
支
援
に
詳
し
い
弁
護
士

や
支
援
団
体
な
ど
に
関
す
る
情

報
の
無
料
提
供 

■
国
選
弁
護
人
を
確
保
し
、
捜
査

か
ら
裁
判
ま
で
一
貫
し
た
国
選

弁
護
体
制
の
整
備 

■
相
談
電
話 

【
一
般
】 

０
５
７
０
│

０
７
８
３
７
４ 

【
犯
罪
被
害
者
】 

０
５
７
０
│

０
７
９
７
１
４ 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://w
w
w
.houterasu.or.jp 

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
も
、10
月
２
日
か
ら
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。） 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
広
島
地
方
事
務
所 

0
5
0
・
3
3
8
3
・
5
4
8
5

平
成
１９
年
度
　
県
民
手
帳
・

農
業
日
誌
・
新
農
家
暦
・ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
販
売 

企
画
課 

42
・
5
6
1
2

　
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
満
載

の
、
次
の
手
帳
や
書
籍
を
今
年
も

販
売
し
ま
す
。
希
望
者
は
代
金
を

持
参
し
て
販
売
場
所
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。 

■
販
売
期
間
　
11
月

15
日
（
水
）

〜
12
月
８
日（
金
） 

■
販
売
場
所
　
企
画
課
と
各
支
所

地
域
振
興
課 

■
料
金 

　
広
島
県
民
手
帳（
ポ
ケ
ッ
ト
版
） 

１
部
　
　
５
０
０
円 

　
広
島
県
民
手
帳（
デ
ス
ク
版
） 

１
部
１，

０
０
０
円 

　
農
業
日
誌 

１
部
１，

４
０
０
円 

　
新
農
家
暦 

１
部
　
　
４
０
０
円 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌 

１
部
１，

４
０
０
円 

■
販
売
方
法 

　
　
企
画
課
か
各
支
所
地
域
振
興

課
で
商
品
を
受
け
取
り
、出
納
窓

口
で
料
金
を
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

最
低
賃
金
の
時
間
額
は 

6
5
4
円 

三
次
労
働
基
準
監
督
署 

　
広
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
平
成

18
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
６
５

４
円
で
す
。 

　
広
島
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
の

事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に

は
、
こ
の
最
低
賃
金
よ
り
も
高
い

産
業
別
最
低
賃
金
が
用
い
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
三
次
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
0
8
2
4
）62
・
2
1
0
4

【おはなし会】11月11日（土）午
前11時～午前11時30分　【読書会】11月11日（土）午
後1時30分～午後3時30分いずれも八千代人権福祉
センター研修室　【移動図書館さわやか号】根野地区
11月15日（水）　刈田地区11月16日（木） 

（ ３３,８０１人） 

（１６,２７１人） 

（１７,５３０人） 

（１３,０３６世帯） 

【移動図書】11月10日（金）・24日（金）
午後3時30分～午後5時　小田小学校・小原保育所、ケ
アハウス甲田【かみしばい会】11月18日（土）午後2時
～午後3時　ミューズ 

★向原図書館 

★吉田図書館 
 

『人生いろいろ 長男の結婚』 


